
議
会
外
野
党
の
挫
折

一
一
九
五
八
年
西
ド
イ
ツ
反
核
闘
争
を
め
ぐ
る
与
野
党
の
関
係
一

若
松

新

は
じ
め
に

　
議
院
内
閣
制
に
お
け
る
与
野
党
の
関
係
に
お
い
て
、
議
会
に
お
け
る
野
党
は
図
1
に
示
さ
れ
た
役
割
を
果
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
野
党

は
「
政
府
と
競
合
す
る
戦
略
（
閃
。
ヨ
リ
。
葺
ぞ
。
ω
啓
舞
。
σ
q
一
①
）
」
を
選
択
す
る
か
、
「
．
政
府
に
協
調
す
る
戦
略
（
犀
8
冨
冨
ユ
＜
o
ω
＃
9
。
8
α
q
δ
）
」

を
選
択
す
る
か
を
絶
え
ず
迫
ら
れ
て
い
る
。
　
一
般
に
、
長
期
に
わ
た
る
対
決
戦
略
（
閑
。
巳
「
o
巨
9
。
鼠
。
房
ω
需
緯
①
ゆ
q
一
Φ
）
は
、
ド
イ
ツ
の
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

治
文
化
が
政
治
的
抗
争
と
紛
糾
を
好
ま
な
い
こ
と
か
ら
、
回
避
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
示
す
具
体
例
の

一
つ
が
、
一
九
五
八
年
二
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
西
ド
イ
ツ
各
都
市
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
原
爆
死
反
対
」
行
動
の
帰
結
で

あ
る
。
拙
稿
は
、
こ
の
反
核
闘
争
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
ド
イ
ツ
の
与
野
党
の
相
互
関
係
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思

う
。　

こ
の
闘
争
で
は
、
議
会
に
お
け
る
野
党
が
審
議
手
続
以
外
の
ス
ト
、
デ
モ
、
街
頭
集
会
・
行
進
に
よ
っ
て
自
ら
の
要
求
を
貫
徹
し
よ
う
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図1　議院内閣制における政府与党と議会野党の関係

野党

　　政策綱領

1）政策上の代替案

2＞人的代替要員
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コントロール

　　難

人的結び付き

多数派形成のための

　情報提供・宣伝

　　　↓

議会
政府与党

　会派

全国民

　
　
闘

　
　
幽
成

　
的
暉
形

　
治
同
志

　
政
昌
意

置
■
辱

案
出
法
要

協力

本図は、Bδhringer　u．a．，βz耀礁s’08，　B2燗雄舘鶴五碑465加rJαη～θη～6，　NDV，1991，

S．215（Ulrich　Sarcinelli）．による。

と
す
る
「
議
会
外
野
党
（
長
島
臼
b
9
。
目
冨
ヨ
9
冨
ユ
ω
o
げ
O
b
・

b
o
ω
三
〇
コ
（
〉
勺
O
）
）
」
の
形
態
を
、
言
わ
ば
非
常
手
段
と
し

て
と
っ
た
。
野
党
が
正
規
の
手
続
以
外
の
道
を
選
択
し
た
結

果
、
政
府
与
党
と
議
会
野
党
の
建
設
的
関
係
は
著
し
く
損
な

わ
れ
た
。
議
会
外
野
党
に
よ
る
混
乱
が
終
結
し
た
の
は
、
司

法
の
担
い
手
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
に
よ
っ
て
い
た
。

闘
争
の
後
、
野
党
S
P
D
は
「
誇
大
広
告
」
的
な
国
防
・
平

和
政
策
を
是
正
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
来
、
議
会
に
お
け
る

審
議
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
宣
伝
の
場
で
は
な
く
、
実
現
可
能

な
政
策
を
め
ぐ
る
堅
実
な
折
衝
の
結
果
と
し
て
の
妥
協
点
模

索
を
本
務
と
す
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
1
）
　
与
党
C
D
U
の
一
九
五
七
年

　
　
選
挙
公
約

　
一
九
五
七
年
九
月
一
五
日
の
第
三
回
連
邦
議
会
選
挙
に
先

立
っ
て
、
五
月
一
〇
日
に
連
邦
議
会
で
核
武
装
に
関
す
る
審
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議会外野党の挫折

議
が
行
お
れ
た
。
こ
の
場
で
表
明
さ
れ
た
与
党
C
D
U
／
C
S
U
・
D
P
（
ド
イ
ツ
党
）
・
F
V
P
（
自
由
国
民
党
）
政
権
の
立
場
を
、

C
D
U
連
邦
事
務
局
が
編
集
し
た
『
一
九
五
七
年
連
邦
選
挙
問
答
集
』
は
、
　
「
国
防
政
策
・
一
般
兵
役
義
務
」
と
題
す
る
節
で
以
下
の
よ

う
に
言
及
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
当
時
「
S
P
D
は
」
、
「
例
え
ば
英
国
の
よ
う
な
他
の
N
A
T
O
加
盟
国
も
一
般
兵
役
義
務
を
廃
止
し

て
い
る
」
と
い
う
事
実
に
鑑
み
て
、
　
「
兵
役
義
務
中
止
」
を
主
張
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
C
D
U
は
「
英
国
は
軍
隊
の
装
備
を
通
常

兵
器
か
ら
核
兵
器
へ
と
転
換
す
る
の
と
同
時
に
、
　
一
般
兵
役
義
務
を
廃
止
し
た
が
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
国
防
軍
は
核
武
装
は
行
わ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

い
。
そ
れ
故
に
連
邦
国
防
軍
が
志
願
兵
の
み
で
構
成
さ
れ
る
な
ら
ば
、
兵
員
数
不
足
に
な
る
」
と
反
論
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
更
に
C
D
U
連
邦
事
務
局
編
集
の
『
選
挙
戦
対
策
上
の
対
外
政
策
一
一
九
五
七
年
連
邦
議
会
選
挙
戦
対
策
上
の
対
外
・
国
防
政
策
の

手
引
き
一
』
と
題
す
る
特
別
演
説
集
も
、
S
P
D
の
兵
役
義
務
中
止
の
要
求
に
対
し
て
、
　
「
万
一
、
西
側
が
一
七
〇
師
団
か
ら
な
る
通

常
兵
器
で
武
装
し
た
ソ
連
軍
と
対
等
に
渡
り
合
え
る
1
強
力
な
ド
イ
ツ
連
邦
国
防
軍
な
く
し
て
は
不
可
能
な
1
通
常
戦
力
を
保
持
で

き
な
い
時
に
は
、
西
側
は
降
伏
か
核
戦
争
か
と
い
う
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
ソ
連
・
ロ
シ
ア
（
ω
o
惹
①
言
⊆
路
ω
o
げ
）

の
意
図
を
阻
止
す
る
た
め
に
も
、
連
邦
国
防
軍
は
十
分
な
規
模
を
要
し
」
、
そ
の
た
め
に
は
一
般
兵
役
義
務
が
必
要
で
あ
る
。
「
核
兵
器
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

し
で
強
固
な
安
全
を
保
障
す
る
た
め
に
も
、
十
分
な
規
模
の
連
邦
国
防
軍
を
必
要
と
す
る
」
と
再
反
論
し
て
い
た
。

　
加
え
て
C
D
U
の
『
一
九
五
七
年
連
邦
選
挙
問
答
集
』
は
「
国
防
政
策
・
核
武
装
」
と
題
す
る
項
目
で
、
S
P
D
は
「
C
D
U
は
組
織

的
に
連
邦
国
防
軍
の
核
兵
器
に
よ
る
武
装
を
準
備
し
て
い
る
」
と
主
張
し
て
い
る
が
、
事
実
と
し
て
「
そ
れ
は
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
」
。

け
だ
し
、
　
「
反
対
に
一
九
五
七
年
五
月
一
〇
日
に
ア
ー
デ
ナ
ウ
ア
1
（
閑
。
コ
冨
O
諺
ユ
曾
碧
9
）
連
邦
首
相
は
連
邦
議
会
で
『
連
邦
政
府

は
核
兵
器
を
要
求
し
な
い
。
一
九
五
四
年
一
〇
月
に
ロ
ン
ド
ン
会
議
で
行
っ
た
宣
言
を
堅
持
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
』
と
述
べ
て
い

た
」
か
ら
で
あ
る
。
続
け
て
C
D
U
政
権
は
「
ロ
ン
ド
ン
会
議
で
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
政
府
は
い
わ
ゆ
る
A
B
C
兵
器
、
す
な
わ
ち
核
57



兵
器
（
9
0
け
O
「
コ
帥
『
①
　
〈
『
9
9
【
h
O
5
）
、
生
物
兵
器
（
げ
剛
〇
一
〇
σ
q
凶
ω
0
7
①
≦
9
。
自
①
コ
）
と
化
学
兵
器
（
筈
①
ヨ
一
ω
0
7
①
≦
巴
h
①
コ
）
の
保
持
を
放
棄
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

し
た
が
っ
て
C
D
U
は
連
邦
国
防
軍
の
核
武
装
を
追
求
し
な
い
し
と
公
約
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
公
約
が
後
日
、
反
故
に
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
シ
ュ
、
・
・
ッ
ト
（
＝
①
一
二
仁
け
　
ω
O
ゴ
∋
一
匹
一
）
議
員
（
後
の
連
邦
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

相
）
は
、
　
「
国
民
が
騙
さ
れ
て
、
詐
欺
に
あ
っ
た
」
と
不
規
則
発
言
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

58

（
2
）
　
与
党
C
D
U
／
C
S
U
の
単
独
過
半
数
占
有

　
一
九
五
七
年
九
月
一
五
日
の
連
邦
議
会
選
挙
で
、
与
党
C
D
U
／
C
S
U
は
五
〇
・
二
％
の
得
票
率
を
得
て
、
四
九
七
議
席
中
二
七
〇

議
席
（
議
席
率
五
四
・
三
％
）
を
獲
得
し
た
。
未
曾
有
の
、
そ
し
て
空
前
絶
後
の
大
勝
で
あ
っ
た
。
統
計
的
調
査
に
よ
れ
ぽ
、
一
般
に
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

例
代
表
制
選
挙
二
七
〇
例
中
、
単
一
政
党
が
議
会
の
過
半
数
を
占
め
た
事
例
は
二
七
例
（
一
〇
％
）
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
。
こ
の
時
既
に

「
絶
対
多
数
を
占
め
る
政
党
は
常
に
国
民
の
残
余
の
部
分
に
対
す
る
一
種
の
悪
し
き
企
て
で
あ
る
」
と
い
う
英
国
の
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

（
＝
巴
竃
9
。
×
）
卿
の
言
葉
を
、
想
起
さ
せ
る
が
ご
と
き
予
兆
を
醸
し
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
S
P
D
は
三
四
．
○
％
の
議
席
率
（
四

九
七
議
席
中
一
六
九
議
席
）
を
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、
「
憲
法
改
正
を
阻
止
し
う
る
三
分
の
一
以
上
を
擁
す
る
少
数
派
（
ω
冨
「
「
∋
ぎ
。
ユ
蘇
け
）
」

で
あ
る
こ
と
で
わ
ず
か
な
が
ら
体
面
を
保
っ
た
も
の
の
、
次
回
の
連
邦
議
会
選
挙
ま
で
の
四
年
間
を
野
党
と
し
て
、
し
た
が
っ
て
事
実
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

政
策
形
成
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
対
す
る
影
響
力
を
失
っ
て
過
ご
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
次
ア
ー
デ
ナ
ウ
ア
！
C
D
U
／
C
S
U
・
D
P
連
立
内
閣
で
は
、
元
F
D
P
党
員
で
F
V
P
所
属
の
F
．
ブ
リ
ュ
ッ
ハ
ー
（
閃
「
9
。
嵩

ゆ
冨
9
臼
）
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
担
当
相
と
V
，
・
．
－
E
・
プ
ロ
イ
ス
カ
ー
（
≦
ζ
o
〒
国
ヨ
§
門
邑
℃
「
①
‘
ω
闘
。
「
）
住
宅
建
設
大
臣
の
両
名



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

は
閣
僚
ポ
ス
ト
を
失
い
、
加
え
て
、
C
D
U
党
内
で
ア
ー
デ
ナ
ウ
ア
ー
に
対
抗
す
る
親
東
ド
イ
ツ
政
策
を
長
年
唱
え
て
き
た
、
C
D
U
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

党
首
」
・
カ
イ
ザ
ー
（
宣
8
げ
国
鋭
ω
臼
）
全
ド
イ
ツ
問
題
担
当
相
が
閣
外
に
去
っ
た
。
そ
の
結
果
、
よ
り
ア
！
デ
ナ
ウ
ア
ー
色
の
強
い
、

強
固
な
保
守
政
権
が
生
れ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
五
七
年
一
〇
月
三
〇
日
の
政
府
声
明
の
中
で
、
ア
ー
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
新
た
に
「
ソ
連
（
占
領
）
地
区
を
専
制
政
治
か
ら
解
放
す
る
」

必
要
性
を
、
こ
の
解
放
が
戦
争
な
し
に
可
能
で
あ
る
と
は
言
わ
ず
に
宣
明
し
、
か
つ
東
西
間
の
緊
張
が
近
年
更
に
先
鋭
化
し
て
き
た
と
主

　
　
（
1
1
）

張
し
た
。
　
一
一
月
五
日
の
連
邦
議
会
の
審
議
に
お
い
て
も
、
ア
ー
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
恐
る
べ
き
緊
迫
状
況
を
執
拗
に
説
き
、
相
変
わ
ら
ず

「
N
A
T
O
に
よ
る
力
の
政
治
の
み
が
世
界
の
平
和
と
我
々
の
自
由
を
守
り
、
最
終
的
に
再
統
一
に
至
る
」
と
主
張
し
て
や
ま
な
か
っ

た
。
他
方
、
連
立
政
権
を
離
れ
新
た
に
野
党
と
な
っ
た
第
三
党
F
D
P
の
評
価
に
よ
れ
ば
、
野
党
第
一
党
S
P
D
の
ナ
ル
レ
ン
ハ
ウ
ア
ー

（
国
ユ
。
げ
9
一
魯
冨
信
臼
）
党
首
が
連
邦
議
会
本
会
議
で
数
え
上
げ
た
、
選
挙
戦
最
中
に
ア
ー
デ
ナ
ウ
ア
ー
が
言
明
し
た
金
鈴
．
中
傷
の
列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

挙
に
よ
っ
て
も
退
屈
せ
し
め
ら
れ
た
国
民
は
、
政
治
を
身
近
な
存
在
に
感
じ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背

景
の
下
、
一
二
月
一
七
日
か
ら
一
九
日
の
N
A
T
O
パ
リ
会
議
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

議会外野党の挫折

（
3
）
　
N
A
T
O
パ
リ
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
野
党
S
P
D
と
F
D
P
が
共
同
で
提
案
し
た
、
N
A
T
O
の
パ
リ
会
談
に
先
立
っ
て
連
邦
政
府
の
会
談
に
お
け
る
基
本
構
想
に
つ
い
て

審
議
し
よ
う
と
い
う
動
議
を
、
何
故
に
C
D
U
／
C
S
U
議
会
多
数
派
が
否
決
し
た
か
と
い
う
理
由
を
政
府
与
党
は
既
に
意
識
し
て
い

（
1
4
）

た
。
す
な
わ
ち
会
談
の
始
ま
る
五
日
前
の
こ
の
採
決
の
結
果
は
、
核
武
装
と
い
う
の
っ
ぴ
き
な
ら
ぬ
一
大
案
件
が
長
上
に
の
ぼ
る
前
兆
の
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一
つ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
平
和
の
た
め
の
静
か
な
祈
り
」
を
も
っ
て
一
九
五
七
年
一
二
月
一
九
日
に
閉
会
し
た
西
側
同
盟
国
の
三
日
間
に
わ
た
る
会
議
の
最
も

重
要
な
出
来
事
は
、
二
更
な
祈
り
と
は
裏
腹
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
国
務
長
官
ダ
レ
ス
（
』
o
ぎ
閃
。
ω
8
「
U
ロ
＝
①
ω
”
一
。
。
◎
。
Q
。
－
一
〇
＄
）
が
提

議
し
た
、
欧
州
に
お
け
る
同
盟
国
が
核
兵
器
と
中
距
離
ロ
ケ
ッ
ト
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
申
し
出
で
あ
っ
た
。
デ
ン
マ
ー
ク

と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
、
野
党
S
P
D
と
F
D
P
に
と
っ
て
は
感
謝
す
べ
き
こ
と
に
、
即
座
に
こ
の
申
し
出
を
断
っ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
ア

ー
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
「
近
代
的
兵
器
」
で
同
盟
国
が
包
括
的
に
武
装
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
即
時
賛
成
の
意
を
示
し
た
。
こ
の
立
場
を
ア
ー

デ
ナ
ウ
ア
ー
は
最
終
日
の
夕
方
に
フ
ラ
ン
ス
の
首
都
で
行
わ
れ
た
記
者
会
見
の
席
で
よ
り
強
固
な
も
の
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ア
ー
デ
ナ

ウ
ア
ー
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
い
か
な
る
国
家
も
根
本
的
に
「
新
型
兵
器
に
よ
る
武
装
」
か
ら
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
け
だ

し
「
我
々
は
皆
一
瞬
の
小
舟
に
乗
っ
て
い
る
」
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
際
に
ア
ー
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
、
東
西
に
分
断
さ
れ
た
ド
イ
ツ

の
核
武
装
が
持
つ
政
治
的
問
題
性
を
相
変
わ
ら
ず
全
く
無
視
し
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
輪
を
か
け
て
強
硬
な
姿
勢
を
示
し
た
の
が

バ
イ
エ
ル
ン
州
C
S
U
副
党
首
フ
ラ
ン
ツ
ー
ヨ
ー
ゼ
フ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
（
宰
彗
N
」
o
ω
①
h
Q
n
け
三
島
）
連
邦
国
防
相
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
月
曜
日
（
一
二
月
二
三
日
）
の
新
聞
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
席
で
、
核
兵
器
な
し
で
連
邦
共
和
国
を
防
衛
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

は
「
軍
事
的
狂
気
」
で
あ
る
と
み
な
す
発
言
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
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（
4
）
　
原
子
物
理
学
者
た
ち
の
動
き

時
期
は
前
後
す
る
が
「

　
　
　
（
1
6
）

ド
丸
五
・
五
蜜
月
九
日
に
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
．
ッ
セ
ル
（
団
σ
詳
闘
”
口
叩
　
】
日
量
一
）
卿
」
ア
ル
ベ
ル
ト
・
・
ア
イ
ソ
シ



議会外野党の挫折

ユ
タ
イ
ン
（
〉
＝
り
Φ
「
一
　
国
一
昌
ω
け
Φ
一
昌
）
、
湯
川
秀
樹
ら
＝
名
は
、
世
界
大
戦
を
回
避
す
る
た
め
の
宣
言
を
ロ
ン
ド
ン
で
表
明
し
た
。
こ
の
宣

言
の
主
旨
は
、
「
共
産
主
義
者
で
あ
ろ
う
と
反
共
主
義
者
で
あ
ろ
う
と
」
「
東
側
に
お
い
て
も
西
側
に
お
い
て
も
」
、
湯
川
に
よ
れ
ば
、
「
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

体
的
破
滅
を
避
け
る
と
い
う
目
標
は
他
の
あ
ら
ゆ
る
目
標
に
優
位
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
宣
言
に
呼
応
し
て
、

ド
イ
ツ
物
理
学
会
連
合
（
＜
9
げ
9
巳
U
Φ
暮
ω
畠
9
勺
ξ
ω
涛
聾
ω
。
ゴ
臼
O
霧
亀
ω
o
冨
h
一
）
は
核
武
装
に
反
対
す
る
決
議
を
採
択
し
、
す
べ

て
の
諸
国
民
が
「
自
発
的
に
政
治
の
最
終
手
段
と
し
て
武
力
（
O
Φ
≦
9
5
を
放
棄
す
る
」
決
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
明
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

一
九
五
五
年
九
月
二
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
ラ
ッ
セ
ル
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
宣
言
」
と
言
わ
れ
る
先
述
の
宣
言
に
署
名
し
た
直
後
に
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
逝
去
し
た
。
し

た
が
っ
て
当
該
宣
言
へ
の
署
名
は
言
わ
ば
彼
の
遺
言
で
あ
っ
た
。
西
側
在
住
の
共
産
主
義
者
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
．
ジ
ョ
リ
オ
”
キ
ュ
リ
ー

（
ト
写
巴
巴
。
宣
§
6
聖
慮
。
）
は
署
名
し
た
が
、
中
国
の
科
学
者
か
ら
は
起
草
者
ラ
ッ
セ
ル
に
対
し
て
返
事
は
な
く
、
ソ
連
の
ア
カ
デ

ミ
ー
会
員
も
署
名
を
拒
否
し
た
。
後
述
す
る
オ
ッ
ト
ー
・
ハ
ー
ン
（
9
8
口
土
曜
）
，
教
授
も
拒
否
、
彼
は
西
側
科
学
者
の
核
兵
器
反
対
運

動
を
組
織
中
で
あ
っ
た
。
英
国
王
立
学
士
院
総
裁
で
、
ラ
ッ
セ
ル
の
所
属
す
る
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
（
］
U
同
一
昌
一
一
団
　
O
O
＝
O
畠
σ
q
Φ
）
学

寮
長
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ド
リ
ア
ン
（
国
侮
α
q
碧
》
α
二
9
ロ
）
卿
の
拒
否
は
、
個
人
的
に
は
残
念
だ
っ
た
と
ラ
ッ
セ
ル
は
『
自
伝
』
に
記
し
て
い

る
。
ラ
ッ
セ
ル
は
ア
ド
リ
ア
ン
に
尋
ね
た
。
「
あ
の
宣
言
が
余
り
に
も
し
ゃ
べ
り
過
ぎ
て
い
る
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
。
「
そ
の
通
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

と
ア
ド
リ
ア
ン
は
答
え
た
。
こ
の
答
弁
に
は
ラ
ッ
セ
ル
の
自
己
批
判
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
一
九
五
七
年
四
月
一
二
日
に
ノ
1
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者
0
・
ハ
ー
ン
を
代
表
者
と
す
る
一
八
名
の
原
子
科
学

老
が
、
「
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
在
住
の
一
八
学
者
の
宣
言
（
∪
冨
国
時
団
窪
目
σ
q
α
o
吋
0
9
二
昌
σ
q
o
昌
＞
o
冨
①
ぎ
）
」
と
し
て
後
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
宣
言
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
冒
頭
で
こ
の
一
八
学
者
の
宣
言
は
、
　
「
連
邦
国
防
軍
の
核
武
装
計
画
は
こ
の
宣
言
に
署
名
し
た
核
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研
究
者
を
深
い
憂
慮
の
念
で
満
た
し
て
い
る
し
と
表
明
し
、
　
「
署
名
者
の
う
ち
の
数
名
は
自
ら
の
懸
念
を
既
に
数
箇
月
前
に
所
轄
連
邦
大

臣
ー
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
（
一
九
五
五
年
一
〇
月
か
ら
一
九
五
六
年
一
〇
月
ま
で
連
邦
核
問
題
相
、
そ
の
後
引
き

続
い
て
一
九
六
三
年
一
月
ま
で
連
邦
国
防
相
）
1
に
伝
え
た
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
「
公
衆
が
今
だ
に
十
分
に
熟
知
し
て

い
な
い
」
け
れ
ど
も
、
専
門
家
に
と
っ
て
は
周
知
の
事
実
を
告
知
す
る
義
務
感
に
基
づ
い
て
、
こ
の
一
八
学
者
の
宣
言
は
以
下
の
二
つ
の

初
歩
的
な
事
実
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、

　
　
一
、
戦
術
核
兵
器
は
通
常
型
原
子
爆
弾
の
破
壊
作
用
を
持
っ
て
い
る
。
　
「
戦
術
的
」
と
称
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
表
現
し
よ
う
と
し
て

　
　
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
人
間
が
住
む
住
宅
地
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
地
上
戦
を
行
う
部
隊
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

　
　
こ
と
で
あ
る
。
す
べ
て
の
個
々
の
戦
術
的
原
子
爆
弾
な
い
し
戦
術
的
原
子
砲
弾
は
、
広
島
を
破
壊
し
た
最
初
の
原
子
爆
弾
と
同
等
の

　
　
作
用
を
持
っ
て
い
る
。
今
日
、
戦
術
核
兵
器
が
多
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
破
壊
作
用
は
総
計
で
は
ま
す
ま
す
大
き
な
も

　
　
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
「
小
型
」
と
こ
の
爆
弾
が
称
さ
れ
る
の
は
、
広
島
以
降
に
開
発
さ
れ
た
「
戦
略
的
」
爆
弾
、
と
り
わ
け
水
素

　
　
爆
弾
の
作
用
と
比
べ
た
場
合
の
み
な
の
で
あ
る
。

　
　
二
、
戦
略
核
兵
器
が
生
物
を
絶
滅
に
至
ら
し
め
る
作
用
が
拡
大
す
る
可
能
性
に
は
、
何
ら
自
然
上
の
限
界
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
今

　
　
日
、
一
発
の
戦
術
的
原
子
爆
弾
で
一
つ
の
小
都
市
を
破
壊
し
う
る
が
、
一
発
の
水
素
爆
弾
は
ル
ー
ル
地
方
の
広
さ
の
地
域
を
し
ぼ
ら

　
　
く
の
間
居
住
不
可
能
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
我
々
は
こ
の
よ
う
な
危
険
か
ら
極
め
て
多
数
の
住
民
を
守
る
技
術
的
可
能
性
を
知
ら

　
　
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

と
い
う
二
点
で
あ
る
。

　
こ
の
一
八
学
者
の
ウ
呈
看
は
、
西
側
自
由
主
義
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
自
由
を
守
る
と
い
う
政
治
的
立
場
に
立
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
我
々
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は
今
日
、
西
側
世
界
が
共
産
主
義
に
対
し
て
主
張
し
て
い
る
自
由
を
表
明
す
る
者
で
あ
る
し
と
自
己
規
定
し
、
続
け
て
「
水
素
爆
弾
に
対

す
る
相
互
の
恐
怖
」
す
な
わ
ち
恐
怖
の
均
衡
が
持
つ
紛
争
抑
止
力
を
認
め
つ
つ
も
、
こ
の
均
衡
が
破
綻
し
た
場
合
の
危
険
は
「
致
命
的
」

　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

で
あ
る
と
認
定
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
一
八
学
者
の
宣
言
は
政
治
的
に
は
保
守
派
が
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
一
八
学
者
の
宣
言
は
引
き
続
い
て
「
我
々
は
超
大
国
が
執
る
べ
き
政
策
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
提
案
を
行
う
権
限
を
持
っ
て
い
る

と
は
思
わ
な
い
」
と
、
更
に
自
己
抑
制
的
な
姿
勢
を
貫
く
。
し
か
し
、
　
「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
よ
う
な
小
国
に
と
っ
て
は
、
今
日
、
小

国
が
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
核
兵
器
の
所
有
を
明
確
か
つ
自
発
的
に
放
棄
し
て
こ
そ
、
自
国
の
安
全
を
最
も
よ
く
守
り
世
界
の
平
和
を
最
も
迅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

速
に
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
と
我
々
は
信
じ
て
い
る
」
と
し
て
、
ド
イ
ツ
を
「
小
国
」
と
自
己
規
律
し
た
。

　
以
上
の
政
治
的
判
断
の
下
、
署
名
し
た
一
八
名
の
学
者
は
「
核
兵
器
の
生
産
、
実
験
、
使
用
に
あ
ら
ゆ
る
仕
方
で
参
加
し
な
い
決
意
」

を
表
明
し
た
。
他
方
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
平
和
利
用
を
あ
ら
ゆ
る
手
段
に
よ
っ
て
促
進
す
る
こ
と
」
を
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

価
し
て
、
　
「
こ
の
任
務
に
従
前
ど
お
り
参
加
し
た
い
と
思
う
」
と
付
け
加
え
た
。

　
こ
の
一
八
学
者
の
宣
言
は
、
　
「
核
兵
器
の
廃
絶
」
と
い
う
直
載
的
だ
が
当
面
は
実
現
不
可
能
な
表
現
を
、
直
ち
に
振
り
か
ざ
す
こ
と
を

し
な
い
で
「
小
国
」
ド
イ
ツ
に
お
い
て
そ
の
廃
絶
を
目
指
す
点
で
、
理
想
と
現
実
と
の
間
に
お
け
る
平
衡
感
覚
に
満
ち
て
い
た
。
ま
た
、

東
西
を
横
切
る
鉄
の
カ
ー
テ
ン
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
た
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
自
由
を
守
る
政
治
的
保
守
派
が
自
己
の
責
任
と
能
力
の
範

囲
内
で
、
体
制
内
に
お
い
て
政
治
的
平
衡
感
覚
に
富
ん
だ
立
場
を
取
っ
た
意
味
で
、
西
ド
イ
ツ
民
主
政
治
の
水
準
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い

る
と
思
う
。

　
な
お
、
こ
の
一
八
学
者
の
宣
言
の
署
名
者
の
一
人
に
は
、
現
連
邦
大
統
領
リ
ヒ
ァ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ッ
ゼ
ッ
カ
ー
（
二
一
〇
冨
『
α

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

〈
o
ロ
≦
o
圃
湯
餌
。
閃
臼
“
C
D
U
、
　
一
九
八
四
年
か
ら
一
九
九
四
年
五
月
ま
で
在
職
予
定
）
の
八
歳
年
長
の
兄
で
あ
る
、
カ
ー
ル
・
フ
リ
ー
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ド
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ッ
ゼ
ッ
カ
i
（
0
9
。
二
悶
二
Φ
α
二
〇
げ
く
8
毛
Φ
陣
N
ω
似
。
閑
。
『
）
教
授
が
含
ま
れ
て
い
た
。
彼
が
一
九
五
七
年
五

月
に
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ぽ
、
　
「
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
（
菊
島
冨
づ
◎
）
の
対
立
が
絶
対
的
に
世
界
の
政
治
を
規
定
す
る
こ
と
に
は
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
判
断
し
つ
つ
も
、
　
「
共
産
主
義
が
欧
州
」
と
り
わ
け
西
欧
「
を
滅
ぼ
し
、
西
側
世
界
が
ア
ジ
ア
」
換
言
す
れ
ば
イ

ン
ド
「
を
滅
亡
の
淵
に
瀕
せ
し
め
て
い
る
」
こ
と
は
、
疑
う
余
地
の
な
い
事
実
で
あ
っ
た
。
け
だ
し
「
今
日
の
欧
州
人
に
と
っ
て
ソ
ビ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

ト
体
制
は
自
由
の
圧
殺
を
意
味
し
、
ア
ジ
ア
人
に
と
っ
て
白
人
の
植
民
地
主
義
は
自
由
の
否
定
を
意
味
し
て
い
た
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
C
・
F
・
v
・
ヴ
ァ
イ
ッ
ゼ
ッ
カ
ー
に
と
っ
て
は
、
「
自
由
」
が
判
断
の
基
準
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

64

（
5
）
　
E
・
ゲ
ル
ス
チ
ン
マ
イ
ヤ
ー
1
与
党
C
D
U
党
内
鳩
派
一
の
立
場

　
時
間
の
流
れ
の
上
で
は
元
に
戻
っ
て
、
一
九
五
八
年
四
月
二
六
日
か
ら
三
〇
日
に
か
け
て
ベ
ル
リ
ン
で
行
わ
れ
た
、
ド
イ
ツ
福
音
主
義

教
会
の
教
会
会
議
は
、
「
核
武
装
」
問
題
に
関
す
る
拭
い
去
り
難
い
意
見
の
不
一
致
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
の
教
会

会
議
は
、
我
々
の
分
割
さ
れ
た
祖
国
に
お
い
て
、
両
独
政
府
に
対
し
て
、
信
仰
と
良
心
の
自
由
を
保
証
し
、
平
和
に
奉
仕
し
、
ド
イ
ツ
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

の
核
武
装
を
回
避
す
る
た
め
に
万
策
を
尽
く
す
こ
と
を
請
願
す
る
」
と
い
う
決
議
案
に
一
致
を
見
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
請
願
が
い
か
に
優
柔
不
断
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
元
教
会
長
（
≧
〒
国
訴
9
Φ
尽
識
ω
乙
。
ヨ
）
ミ
ッ
デ
ン
ド
ル
フ
（
周
ユ
Φ
ら
二
〇
げ

男
臼
α
o
巳
。
諏
）
が
、
自
ら
の
演
説
の
中
で
「
我
々
は
核
武
装
を
回
避
す
る
た
め
に
万
策
を
尽
く
す
。
我
々
は
全
く
真
剣
に
普
遍
的
に
管

理
さ
れ
た
軍
縮
を
求
め
て
努
力
し
て
い
る
。
そ
し
て
我
々
は
軍
縮
が
直
ち
に
生
じ
る
こ
と
を
望
む
。
し
か
し
軍
縮
が
直
ち
に
生
ま
れ
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

つ
た
な
ち
ば
、
そ
の
場
合
に
侭
、
そ
の
場
合
に
の
み
我
々
は
核
武
装
を
宕
ら
行
う
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
判
明
し
て
い
る
。



議会外野党の挫折

　
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
神
学
者
で
あ
り
、
連
邦
議
会
議
長
の
要
職
に
あ
っ
た
オ
イ
ゲ
ン
・
ゲ
ル
ス
チ
ン
マ
イ
ヤ
ー
（
国
二
σ
q
①
ロ
O
①
7

。。

W
昌
日
傭
。
『
）
も
、
既
に
一
九
五
八
年
三
月
二
五
日
に
連
邦
議
会
に
お
い
て
、
彼
自
身
が
、
今
日
か
明
日
に
連
邦
国
防
軍
の
砲
台
に
核
弾

頭
を
配
備
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
る
の
で
は
な
い
と
説
き
、
続
い
て
「
万
一
、
軍
縮
交
渉
が
結
局
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
と
は
別
の
状
況
に

進
展
し
な
い
な
ら
ぽ
、
連
邦
共
和
国
と
N
A
T
O
は
結
果
と
し
て
生
じ
る
避
け
ら
れ
な
い
帰
結
に
至
る
と
い
う
こ
と
を
明
示
」
し
た
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

に
、
同
じ
よ
う
に
あ
い
ま
い
な
立
場
を
取
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
他
方
ゲ
ル
ス
チ
ン
マ
イ
ヤ
ー
は
一
九
五
八
年
二
月
五
日
付
の
『
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
・
ツ
ァ
イ
ト
ゥ
ン
グ
（
ω
ε
菖
σ
Q
9
憐
臼
N
虫
ε
昌
。
q
）
』

紙
上
で
、
全
ド
イ
ツ
の
（
統
一
）
選
挙
が
行
わ
れ
る
以
前
に
全
ド
イ
ツ
の
軍
事
的
地
位
を
明
確
化
す
べ
し
と
提
案
し
て
い
た
。
そ
の
際
に

ゲ
ル
ス
チ
ン
マ
イ
ヤ
ー
は
、
ソ
連
と
の
予
定
さ
れ
て
い
る
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
再
統
一
に
つ
い
て
で
は
な
く
平
和
条
約
に
つ
い
て
話
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

合
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
表
明
し
た
。
こ
の
知
っ
た
か
ぶ
り
の
発
言
は
、
C
D
U
／
C
S
U
党
内
に
少
な
か
ら
ぬ
緊
張
状
態
を
生

ぜ
し
め
働
け
だ
し
当
時
F
D
P
議
員
団
長
メ
ン
デ
（
団
冒
吋
凶
O
ず
　
り
漸
Φ
二
世
O
）
は
・
ア
ー
デ
ナ
ゥ
ア
ー
と
は
別
の
、
平
和
条
約
締
結
へ
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
と
中
欧
非
核
地
帯
に
関
す
る
交
渉
を
行
な
う
、
新
し
い
首
相
1
こ
の
ゲ
ル
ス
チ
ン
マ
イ

ヤ
ー
を
お
そ
ら
く
は
想
定
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
一
の
下
に
、
「
国
民
緊
急
事
態
」
政
権
（
閑
o
o
q
冨
『
ニ
ロ
σ
q
．
．
昏
。
ω
話
中
〇
昌
巴
。
昌
Z
o
け
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

ω
冨
昌
α
Φ
ω
、
．
）
を
組
閣
し
よ
う
と
画
策
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
試
み
は
結
局
不
発
に
終
っ
た
。
こ
の
ゲ
ル
ス
テ
ン
マ
イ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

一
は
、
か
ね
て
か
ら
柔
軟
か
つ
中
立
的
な
対
外
政
策
を
主
張
し
て
、
ア
！
デ
ナ
ウ
ア
ー
と
対
立
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。
ゲ
ル
ス
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

マ
イ
ヤ
ー
政
権
が
幻
に
終
っ
た
の
は
、
誰
に
対
し
て
も
良
い
印
象
を
与
え
た
ゲ
ル
ス
チ
ン
マ
イ
ヤ
ー
の
性
格
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
が
、
最

も
処
世
術
に
た
け
楚
治
家
と
し
て
・
与
党
C
D
U
を
割
・
て
ま
で
し
て
首
相
候
廼
な
る
よ
り
も
、
連
邦
議
会
議
長
の
要
職
に
と
ど
ま

っ
た
方
が
い
い
と
い
う
、
ゲ
ル
ス
テ
ソ
マ
イ
ヤ
ー
自
身
の
冷
静
な
状
況
判
断
と
分
析
に
よ
っ
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
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で
あ
る
。
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（
6
）
　
C
D
U
／
C
S
U
決
議
案
の
可
決
…
議
会
外
闘
争
の
始
ま
り

　
一
九
五
八
年
二
月
二
二
日
中
バ
ー
ト
・
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
に
集
結
し
た
野
党
第
一
党
S
P
D
（
連
邦
議
会
中
一
六
九
議
席
）
は
、
「
核
兵

器
が
も
た
ら
す
放
射
能
に
よ
る
死
に
反
対
す
る
闘
争
（
以
下
、
「
原
爆
死
反
対
」
と
略
す
。
”
〆
”
∋
鼠
O
①
ヨ
＞
8
∋
8
0
）
」
行
動
委
員
会

結
成
声
明
草
案
を
提
示
し
た
．
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
は
「
占
領
地
区
境
界
線
の
両
側
に
位
置
す
る
ド
イ
ツ
国
民
は
、
東
西
間
に
紛
争
が
生

じ
た
場
合
に
原
爆
死
に
瀕
す
る
直
接
的
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
」
と
、
こ
の
危
険
が
著
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
、
こ
の
危
険

を
回
避
す
る
た
め
に
連
邦
政
府
が
第
一
に
「
核
兵
器
軍
拡
競
争
」
に
加
わ
ら
ず
、
第
二
に
「
東
西
間
の
緊
張
緩
和
」
の
た
め
に
「
非
核
地
帯

の
創
設
」
を
支
持
す
る
よ
う
要
求
し
た
。
け
だ
し
、
「
か
よ
う
な
政
策
の
み
が
、
ド
イ
ツ
国
民
の
安
全
と
自
由
で
民
主
的
（
蹄
①
畔
①
三
豊
。
〒

匹
①
∋
o
涛
単
二
ω
0
7
）
な
ド
イ
ツ
の
ナ
ツ
イ
オ
ソ
（
8
二
〇
ロ
巴
）
の
存
在
を
保
障
し
」
、
ま
た
万
一
「
ド
イ
ツ
領
土
を
核
兵
器
発
射
基
地
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

て
提
供
」
す
る
な
ら
ば
、
　
「
極
め
て
大
き
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
」
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
野
党
第
二
党
F
D
P
（
連
邦
議
会
中
四
一
議
席
）
の
指
導
部
自
身
は
、
こ
の
行
動
に
連
署
す
る
こ
と
は
拒
否
す
る
一
方
で
、
党
員
の
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

人
と
し
て
の
参
加
を
許
可
し
て
い
た
の
で
、
F
D
P
か
ら
も
こ
の
議
会
外
野
党
の
行
動
に
参
．
渇
す
る
者
が
四
月
以
降
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
与
党
C
D
U
／
C
S
U
（
連
邦
議
会
中
二
七
〇
議
席
）
と
D
P
（
同
一
七
議
席
）
の
両
会
派
は
、
N
A
T
O
の
「
国
防

体
制
の
必
要
性
と
一
舟
」
∵
か
つ
仮
想
敵
国
の
軍
備
拡
張
に
直
面
し
て
う
連
邦
共
和
国
軍
は
最
新
鋭
の
兵
器
に
よ
っ
て
」
「
装
備
さ
れ
ね



議会外野党の挫折

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
決
定
的
文
言
を
含
む
決
議
案
を
上
程
し
た
。
C
D
U
／
C
S
U
会
派
の
対
外
政
策
に
関
す
る
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン

（
正
式
に
は
連
邦
議
会
外
務
委
員
会
委
員
長
）
で
あ
っ
た
タ
ル
ト
・
ゲ
オ
ル
ク
・
キ
ー
ジ
ン
ガ
ー
（
閑
＝
二
〇
①
o
お
豊
凶
＄
ぎ
α
Q
臼
）
議
員

（
後
の
連
邦
首
相
）
は
、
採
決
の
直
前
に
「
最
新
鋭
の
兵
器
」
は
水
素
爆
弾
を
意
味
し
な
い
（
が
、
原
子
爆
弾
を
意
味
す
る
）
と
説
明
し

（
3
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

た
。
こ
の
決
議
が
連
邦
議
会
で
採
決
さ
れ
た
一
九
五
八
年
三
月
二
五
日
目
境
に
、
議
会
外
闘
争
は
顕
在
化
し
た
の
で
あ
る
。

　
既
に
三
月
一
〇
日
に
、
S
P
D
が
支
援
す
る
「
原
爆
死
反
対
」
行
動
委
員
会
が
、
S
P
D
所
属
連
邦
議
会
議
員
ヴ
ァ
ル
目
凹
・
メ
ン
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

エ
ル
（
ぐ
雫
餌
一
一
〇
「
　
ζ
①
口
N
①
一
）
委
員
長
の
下
、
正
式
に
結
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
行
動
委
員
会
が
三
月
二
三
日
以
降
に
公
に
し
た
「
原
爆
死

反
対
」
声
明
（
確
定
版
）
は
、
　
「
地
位
、
宗
派
な
い
し
所
属
政
党
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
ド
イ
ツ
国
民
に
対
し
て
、
生
命
を
脅
か
す

軍
拡
政
策
に
抵
抗
し
、
そ
れ
に
代
わ
る
平
和
的
発
展
を
め
ざ
す
政
策
を
促
進
す
る
よ
う
呼
び
か
け
」
、
「
原
爆
死
」
が
国
民
を
脅
か
し
続
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

る
限
り
「
黙
っ
て
い
る
訳
に
は
い
か
な
い
」
と
強
調
し
た
。

　
一
九
五
八
年
三
月
二
五
日
以
降
に
、
ド
イ
ツ
労
働
組
合
総
同
盟
連
邦
幹
部
会
が
告
知
し
た
行
動
声
明
は
、
　
「
連
立
政
権
が
野
党
と
す
べ

て
の
一
般
大
衆
（
①
一
昌
h
β
o
O
ぽ
O
『
　
掃
く
【
①
口
ω
O
ぴ
）
の
意
見
の
表
明
に
反
し
て
全
面
的
核
軍
拡
を
議
決
し
た
」
こ
と
を
受
け
て
、
「
核
兵
器
ロ
ケ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

ト
発
射
台
と
核
兵
器
施
設
の
建
設
に
協
力
す
る
こ
と
を
拒
否
し
」
、
「
全
面
戦
争
に
対
し
て
全
面
的
抵
抗
を
」
行
う
よ
う
訴
え
て
い
た
。
ま

た
三
月
二
五
日
以
降
に
飛
行
機
か
ら
ま
か
れ
た
「
原
爆
死
反
対
」
行
動
委
員
会
の
ビ
ラ
は
、
　
「
C
D
U
会
派
が
連
邦
議
会
で
全
国
民
の
意

志
に
反
し
て
核
武
装
を
可
決
せ
し
め
た
「
こ
と
に
対
し
て
、
核
武
装
の
可
否
は
「
国
民
投
票
」
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
「
核

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
“
）

武
装
に
対
し
て
否
と
言
お
う
」
と
記
し
、
　
「
抵
抗
と
デ
モ
と
ス
ト
ラ
イ
キ
」
を
訴
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
明
ら
か
な
も
の
と
な
っ
た
、
国
民
投
票
を
要
求
す
る
野
党
S
P
D
と
国
民
投
票
を
拒
否
す
る
与
党
C
D
U
／
C
S
U
の
対
決

は
、
や
が
て
S
P
D
が
政
権
を
と
る
州
政
府
（
ヘ
ッ
セ
ソ
州
、
　
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
、
ブ
レ
ー
メ
ン
市
）
と
C
D
U
／
C
S
U
連
邦
政
府
と
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の
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
お
け
る
審
理
へ
と
発
展
す
る
の
で
あ
る
。
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議
会
外
闘
争
の
規
模
と
演
説
し
た
政
治
家
名

議
会
外
闘
争
の
規
模
（
の
べ
九
一
都
市
、
参
加
総
数
四
一
万
人
程
度
）
と
参
加
し
た
政
治
家
・
登
壇
者
名
は
表
2
の
通
り
で
あ
る
。
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e
駅
蛍
蜜
姻
縄

4／12以前　Schwenningen

　　4／12　Herbom／£垣11kreis

　　4／14　Freiburg／BrL

　　4／15　K61n

4／15　Berhn

4、〆16Bre㎜

4／16　Mannheim

4／17　Hamburg

4／18以前Hagen

ノ

4／18　WIUllchen

ドイツ労働組合総同盟郡委員会

SPD郡下部紐織
原爆死反対地方委員会

原爆死反対州委員会

原爆死反対ベルリン青年行動委員会

金属座業労働組合地方委員会

原爆死反双地方委員会

原爆死反質地方委員会

核武装反対委員会

G．Wbisser教授

Stefan　Andres

H，Klopp㎝burg（福音主義教会）∫1量高宗務会議委

　員

Hans－J6rg㎝Wisc㎞ewski　l皇邦議会議員（SPD）

R．Schot胎nder教授

H．Reif市識会議員（FDP）。教授

Kurt’meubauer連邦議会議員（SPD）

翫kerling牧師
～ぬgner金属産業労働組合青年部書記長

Greiff舳agεn牧帥

Fritz　Erleナ連邦議会議員（SPD）

Robert　Marguli㏄連邦議会議員（FDP）

Max　Brauer市長（SPD）

Wblfgang　D6ring連邦議会識員（FDP）

Heinz　Frehsee連邦議会議員（SPD）兼労働組合委

　員長

EReime【s
Hans　Hemy　Jahnn

H．Kloppenburg最高宗務会議委員

Paul　Sdla置1廿ck

Eridl　K琶stner

GJoos教授
Hild昭rad　Br㏄her州議会議まモ（FDP）

WHag㎝am教授
LLinsertバイエルン州労働組合総同盟委員長

W欧Knoed㎎㎝州議会議員（SPD）

Hans　W㎞er　Ridエter

5000人

5000人

7000人

5000人

120000人

8000人

O
O



4／18　Ntirnberg

4／18　Dortmund

4／18Esscn

4／19　Bie】efeld

4／19　Kie1

4／21　Stuttgart

4！22　　Wlpperta1

4／22Minden
　　　　／W蕊tfalen

4／24　Berhn

4／24　Fモirth

　　　　／Bayem

　ノ
4．〆24Mtinster

4／25　Bonn

4／25　Neu－Ulm

原爆死反対地方委員会

原爆死反対地方委員会

原爆死反対地方委員会

ドイツ労働組合総同盟地方委員会

原爆死反対地方委員会

原爆死反対ベルリン行動委員会

　（原爆死反対地方委員会）

（ミュンヒェン）核武装反対委員．会

＝兵役拒否権保証研究会

原爆死反対行動委重．．1会（ボン中央委員会）

（ミュンヒェン）核武装反対委員会

Paul　Schalltick

Heinz　K紬n連邦議会議員（SPD）

Stefan　Andres

Ludwig　Metzgar連邦議会議．員（SPD）

H．K崩hn連邦議会議員（SPD）

Willi鴨yer〃レトライン・ヴェストファーレン
　州副首相兼大蔵相（FDP）

WSchweitzer教授

鋭kan　V陀ber

K，Schwab金属産業労働組合地方部長
Erwin　Schoettle連邦議会議．員（SPD）

R，Riem㏄k教授

H．Kloppenburg最高宗務会議委員

Ulrich　Lohmar連邦議会言義甲（SPD）

Maria　Meyer－Sevenichり・1・1議会議員（SPD）

B．Manstein核被筈反対闘争同盟員

Willy　Brandt市長（SPD）

E．Schamowskiドイツ労働組合総同盟ベルリン委

　員長

Helmut　Gollwitzer教授

Max　v．　Laue教授

H．Franke教授

Wv．　Knoerin㈹州議会言義員（SPD＞

Hans　Helmut　Kirst

H．Kloppenburg最高宗務会議委員

Adolf　Amdt連邦議会議員（SPD）

Emst　Achenbach連邦議会言義員（FDP）

W：W6izel州議会議‘夏（SPD＞・教授

4000人

3000人

20000人

8000人

15000人

O
卜



Q

　4，25　　輪inhein1

　　　　　／Bergstr．　Kasse1

4月末　Frankfurt／M．

　5／8　Augsburg

5／13　Brem㎝

5／15MUnchen

5／16　Erlan密α1

5／20Marburg

5／20Mtinchen

5！20　Gδttingen

5／20　　Heidelberg

5／20　Braunschweig

原爆死反対地方委員会

（ミュンヒェン）核武装反対委員会

原爆死反対地方委員会

ミュンヒェン高等中学校生徒核武装反対委

員会

（ミュンヒェン）核武装反対委員会

原爆死反対地方委員会

社会主義ドイツ学生同盟・白由主義ドイツ

　学生同盟（大学団体）

核武装反対委員会内学生委員会

核武装反対学生委員会

核武装反対学生団体

核武装反対学生団体

ILKIOPpenburg蛋1芝高宗務会議委」ゴ

Gustav　W　IIeinemam連邦議会議員（SPD）

W：v．Knoeri㎎en州議会議員（SPD）

Hans　Wdmer　Richter

Hans　Ilelmut　Kirst

Ursula　Herking

LLinsertバイエルン州労働組合総同盟委員長

Grelff伽gen牧師
Wi出elm　Kaisen市長（SPD）

H．Kloppenburg、最高宗務会議委員

Ursula　Herking

WWbyerノルトライン・ヴェストファーレン州副

　首相兼大蔵相（FDP）

Erich　Kなstner

Schenk　v．　Stauffenberg教授・伯爵

Martin　Niem611erヘッセン＝ナッサウ教区福膏主

　義教会長

公共企業体運輸労働組合代表者

戦災者・遺族・社会保障年金受領者連合会代表者
lilll．1主義iドイツ弓ゼ1三1司盟代表’者

Ehch　Kastner

Schenk、6tauffenberg教授・伯碍
KB㏄hert連邦議会議員（SPD）

WTrillhaas教授
C。Colpe
正1．Schaefer教」r受

G．H㏄kmann教授

8000人

25000人

2000人以一ド

5000入以下

2000人以下

2㎜人以下
1500人以下

一
ト



5／20MUnster

5／20Frankfurt／M．

5／20　Berlin

5／20　Bonh

5／20　Hambしrg

5／20　Karlsruhe

5／21　T廿bingen

5／22　　｝lof／Saale

5／23職rzburg

5／28　Essen

5／29以前　Karlsruhe

5月末Mainz

核兵器のないドイツのための研究会

　（学生団体）

核武装反対学生団体

核武装反対学生委員会

核軍拡反対学生委員会

核軍拡反対研究会（学生団体）

工科大学学生自治委玄支会

社会主義ドイツ学生同盟（大学団体）

自山のうちにドイツ再統一をめざす会

　（大学団体）

（ミュンヒェン）核武装反対委員会

（ミュンヒェン）核武装反対委員会

兵役拒否者インターナショナルおよび

　ドィッ学術振興会の地方団体

PJacobs教授

EFra㎝ke1教授（非政治学老う

W：Fabian
Helmut　Gollwitzer教授

WV晩ischedel教王受

．Paul　Scha11Uck

Modlalski牧師

Ja㏄ke1教授

K．Rode教授

B．Sne11教授

Gerhard　Gollwltzer教授

Helmut　Schmidt連邦議会言義員（SPD）

1200人以下

1000人

2000人以一ド

Hans　Wbmer　Richter

Christian　Mayer－Amery

W：v．Knoeri㎎en州議会言養員（SPD）

M．Niem611erヘッセン＝ナッサウ教区福音主義教

　会長

Alma　Ketdg連邦議会議員（SPD）

Amo　Behrlsch連邦議会議員（SPD）

EStrothmam金属産業労働組合連邦幹部会役員

RRi㎝㏄k教授
MNi㎝611erヘッセンサッサウ教区福粧義教
　会長

H．Vbitバーゲン・ヴュルテンベルク州副首相兼経

　済相（SPD）

Her鹿rt　W16hner連邦議会議員（SPD）

M．Niemむllerヘッセン・ナッサウ教区福音主義教

会長

2000人

2GOOO人

N
卜



e

6／3Frankfurt／M．

6／3

6／5以前

6／5以前

　6／10

　6／11

Frankfurt／M．

　一H6chst

Ulm
G6ppingen

Dortmund

Hannover

6／12以前　Duisburg

6／12以前　Aachen

6／ユ2以前　Wi蕊badea

6／12以前　Vdbert

6／12以前　Heidenheim／Brellz

　　6／12M髄nchen

6月中旬　Nordhom
6｝」3｝1｛露」　】珈en

6月中旬　Aurich

凍爆死反対地方委員会

ドイツ核軍拡反対行動委藁会

原爆死反対地方委員会

原爆死反対地方委員会

核武装反対委鼓会

原爆死反対地方委員会

原爆死反対地方委員会

原爆死反対地方委員会

MNiem611erヘッセン・ナッサウ教区福膏主義教　．30000人

　会長
Georg　Leb♂連邦議会議員（SPD）兼労働組合委員

　長

UrsuIa　Herking

H．Muth教授

スミタ（音訳）司教（來京）

WD加㎎連邦議会議員（FDP）

W欧Kn（㎞㎎en州議会議員（SPD）

A．Hhupeter教授

J．Staedtke椥市

Ursula　Herki㎎

MM㎝δlk7ヘッセンサッサウ教区福音主義教
　会長

MNi㎝bllerヘッセン・ナッサウ教囲餌音主義教

　会長

H．W細d連邦議会議員（SPD）

Erich　Mende連邦議会議員（FDP）

Ger㎞d　von　I£Fo丘

H．Br嘘r州議会議員（FDP）

Inge　Sdboll

E｝｛eimpd

G．WHeine㎜連撒議員（SPD》
GW：Hein㎝alm連邦議会議員（SPD）
Reinhold　Kreitlneyerj皇邦議会議員（FDP）

12000人

15000人

gooo人

40000人

5000人

4000入

2000人

。鳴

m



6月中41J　I£er／Ostfriesland

　6／17　Nordhalben／Kronach

6／19以笥ij　DUsseldorf

6／19以前　Augsburg

6／19以前　Recklinghausen

6／19　1ngolstadt

6／20　Bayreuth

6／21　Coburg

6／24M廿nchen

6／26以前　Rheydt

6／26以前　　Berlin

6／26以前’Bie】efeld

　　6／26　Dortmund

原爆死反対地方委員会

（ミュンヒェン）核武装反対委員会

原爆死反対地方委員会

（ミュンヒェン）核武装反対委員会

（ミュジヒェン）核武装反対委員会

（ミュンヒェン）核武装反対委員会

核武装反対委員会

原爆死反対地方委員会

原爆死反対地方委員会

Hans　Werner　Richter

Hans　Helmut　Kirst

M．Niem611erヘッセン＝ナッサウ教区福音主義教

　会長

Karl　Si㎝senノルトライン・ヴェストファーセ

　ン州連邦関係相（SPD）

Brauermeister教授（FDP代表）

H．W㎝er司教
H．Kloppenburg最高宗務会議委員

3000人

W：Hage卑a㎜教授

J．Harder教授

H．BrUcher州議会言義員（FDP）

Christian　Mayer－Amer｝・

H，BrUcher州．議会議員（FDP）

WD面ng連邦議会議員（FDP）
II．　Iwand教授

GReuterドイツ労働組合総同盟副委員iモ

Hans　Wemer　Richter

H．W6hner連邦議会議員（SPD）

M，Niem611erヘッセン・ナッサウ教区福音主義教

　会長

Stefan　Andres

WHagemalm教授
Siegmund　Sdhmidt医自巾

H．Kloppenburg最高宗務会議黍員　　　　　　　　11000人

Braumelster教授（FDP代表）

K，B㏄hert連邦議会議員（SPD）

H．Wesse1連邦議会議員（SPD）

W轍noedngen州議会議員（SPD）

寸
卜
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表
2
に
明
ら
か
な
こ
と
は
、
州
政
権
（
市
政
権
も
含
む
）
担
当
者
参
加
の
街
頭
行
動
が
盛
会
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ハ
ン

ブ
ル
ク
市
長
M
・
ブ
ラ
ウ
ア
i
（
S
P
D
）
参
加
の
「
二
万
人
規
模
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
（
人
ロ
一
八
三
万
…
一
九
六
一
年
の
統
計
に
よ
る
、

以
下
同
じ
）
街
頭
行
動
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
曲
調
首
相
工
大
蔵
相
W
・
ヴ
ァ
イ
ヤ
ー
（
F
D
P
）
参
加
の
二
万
人

規
模
の
ビ
；
レ
フ
ェ
ル
ト
市
（
人
口
｝
七
万
五
千
）
街
頭
行
動
、
ブ
レ
ー
メ
ン
市
長
W
・
カ
イ
ゼ
ン
（
S
P
D
）
参
加
の
二
万
五
千
人
規

模
の
ブ
レ
ー
メ
ン
市
（
人
口
五
六
万
）
街
頭
行
動
、
バ
ー
ゲ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ソ
ベ
ル
ク
州
副
首
相
濡
鼠
二
相
H
・
ヴ
ァ
イ
ト
（
S
P
D
）

参
加
の
二
万
人
規
模
の
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
市
（
人
口
二
四
万
）
街
頭
行
動
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
外
に
も
（
西
）
ベ
ル
リ
ン
市
長
W
．
プ
ラ

ン
ト
（
S
P
D
、
後
に
一
丸
六
九
年
連
邦
首
相
）
参
加
の
規
模
不
明
の
（
西
）
ベ
ル
リ
ン
市
（
人
口
二
二
〇
万
）
街
頭
行
動
が
行
わ
れ
て
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い
る
。

　
こ
の
行
動
へ
の
参
加
は
必
ず
し
も
政
治
経
歴
上
、
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
し
て
は
い
な
い
。
参
加
者
の
後
の
華
々
し
い
経
歴
の
事
例
と
し
て

は
、
E
・
メ
ン
デ
連
邦
議
会
議
員
（
F
D
P
、
　
｝
九
六
三
年
一
〇
月
i
一
九
六
六
年
一
〇
月
全
ド
イ
ツ
問
題
担
当
連
邦
大
臣
）
、
G
．
レ

ー
バ
ー
連
邦
議
会
議
員
（
S
P
D
、
一
九
六
六
年
＝
一
月
t
一
九
七
二
年
七
月
連
邦
交
通
相
、
一
九
六
九
年
一
〇
月
－
一
九
七
二
年
七
月

連
邦
郵
政
相
、
一
九
七
二
年
七
月
一
一
九
七
八
年
二
月
連
邦
国
防
相
）
、
H
・
キ
ュ
ー
ソ
連
邦
議
会
議
員
（
S
P
D
、
　
一
九
六
六
年
一
二

月
t
一
九
七
八
年
九
月
ノ
ル
ト
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
州
首
相
）
、
H
・
－
J
．
ヴ
ィ
シ
ェ
ネ
フ
ス
キ
ー
連
邦
議
会
議
員
（
S
p

D
、
一
九
六
六
年
一
二
月
一
一
九
六
八
年
一
〇
月
連
邦
経
済
協
力
相
）
、
H
・
ヴ
ェ
ー
ナ
ー
連
邦
議
会
議
員
（
S
P
D
、
　
一
九
六
六
年
一

二
月
1
一
九
六
九
年
一
〇
月
全
ド
イ
ツ
問
題
担
当
連
邦
大
臣
）
、
H
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
連
邦
議
会
議
員
（
S
P
D
、
　
一
九
六
九
年
一
〇
月
一

一
九
七
二
年
七
月
連
邦
国
防
相
、
一
九
七
二
年
七
月
i
一
九
七
四
年
五
月
連
邦
大
蔵
相
、
一
九
七
四
年
五
月
i
一
九
八
二
年
一
〇
月
連
邦

首
相
）
、
G
・
W
・
ハ
イ
ネ
マ
ソ
連
邦
議
会
議
員
（
S
P
D
、
一
九
六
六
年
一
二
月
－
一
九
六
九
年
三
月
連
邦
法
相
、
　
一
九
六
九
年
七
月

1
・
一
九
七
四
年
六
月
連
邦
大
統
領
）
な
ど
が
あ
る
。

76

（
8
）
　
連
邦
議
会
に
お
け
る
攻
防

　
一
九
五
八
年
四
月
一
八
日
に
カ
ル
ロ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
0
9
。
ユ
。
ω
o
巨
昌
置
）
議
員
（
S
P
D
”
連
邦
議
会
副
議
長
）
は
、
S
P
D
が
先

に
提
案
し
た
国
民
投
票
法
案
に
お
い
て
、
　
「
一
、
ド
イ
ツ
軍
が
核
爆
弾
で
武
装
さ
れ
る
こ
と
に
賛
同
し
ま
す
か
。
二
、
ド
イ
ツ
国
内
に
核

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

爆
弾
の
発
射
設
備
が
敷
設
さ
れ
る
こ
と
に
賛
同
し
ま
す
か
」
と
い
う
二
点
が
設
問
さ
れ
て
い
る
と
言
明
し
た
。
続
け
て
カ
ル
ロ
・
シ
ュ
、
、
、



議会外野党の挫折

ッ
ト
は
、
　
「
こ
の
種
の
国
民
投
票
は
非
常
手
段
と
し
て
の
み
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
今
や
数
百
万
人
の
人
々
の
意
識
の
中
で
〔
ド
イ
ツ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

国
民
の
生
死
が
一
旦
問
題
と
な
っ
た
以
上
、
こ
の
非
常
手
段
は
正
当
化
さ
れ
る
」
と
説
明
し
た
の
で
あ
る
。

　
G
・
W
・
ハ
イ
ネ
マ
ン
（
O
ロ
ω
3
く
≦
．
国
。
ヨ
。
日
碧
昌
）
議
員
（
S
P
D
）
は
、
既
に
一
九
五
〇
年
七
月
九
日
に
地
方
都
市
ブ
ラ
イ
ザ

ッ
ハ
（
ゆ
お
冨
碧
『
パ
寸
デ
ン
州
）
と
、
同
年
七
月
一
六
日
中
ル
ー
ル
地
方
の
中
規
模
産
業
都
市
カ
ス
ト
ロ
ッ
プ
“
ラ
ウ
ク
セ
ル
（
0
9
ω
〒

3
マ
閃
碧
×
o
ご
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
闘
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
）
で
、
欧
州
会
議
へ
の
参
加
の
是
否
を
問
う
た
住
民
投
票
が
行
わ
れ
、
プ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

ー
メ
ン
市
で
も
同
じ
住
民
投
票
が
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、
国
民
投
票
制
度
自
体
の
違
憲
性
を
否
定
す
る
答
弁
を
一
九
五
八

年
四
月
二
五
日
に
行
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
カ
ス
ト
ロ
ッ
プ
”
ラ
ウ
ク
セ
ル
市
の
住
民
投
票
実
施
に
際
し
て
は
、
K
P
D
を
除
く
（
C
D

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

U
を
含
む
）
全
政
党
が
住
民
投
票
実
施
の
た
め
の
決
議
案
に
賛
成
し
て
い
た
。
こ
の
点
が
、
今
回
議
会
野
党
S
P
D
が
提
案
し
政
府
与
党

C
D
U
／
C
S
U
が
反
対
す
る
国
民
投
票
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
カ
ス
ト
ロ
ッ
プ
眼
ラ
ウ
ク
セ
ル
市
住
民
投
票
で
は
、
ほ
ぼ
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

政
党
が
一
致
し
て
住
民
の
意
志
を
確
か
め
る
た
め
に
住
民
投
票
を
決
議
し
、
そ
の
結
果
七
三
％
の
信
任
を
得
た
。
こ
れ
に
対
し
、
今
回
の

核
武
装
に
関
す
る
国
民
投
票
で
は
、
与
野
党
の
見
解
が
一
八
○
度
異
な
っ
て
お
り
、
議
会
が
解
決
で
き
な
い
こ
と
を
、
議
会
の
任
務
を
言

わ
ば
放
棄
し
て
国
民
投
票
に
委
ね
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
五
八
年
四
月
二
五
日
に
K
・
G
・
キ
ー
ジ
ン
ガ
ー
は
、
一
九
五
七
年
連
邦
議
会
選
挙
に
お
け
る
連
邦
政
府
の
選
挙
公
約
は
核
武
装

の
一
方
的
放
棄
を
意
味
し
な
い
と
反
論
し
た
。
す
な
わ
ち
キ
ー
ジ
ン
ガ
ー
に
よ
れ
ぽ
、
C
D
U
連
邦
事
務
局
編
集
の
『
選
挙
戦
対
策
上
の

対
外
政
策
一
一
九
五
七
年
連
邦
議
会
選
挙
戦
対
策
上
の
対
外
・
国
防
政
策
の
手
引
き
一
』
と
題
す
る
特
別
演
説
集
は
、
　
「
連
邦
政
府

は
連
邦
国
防
軍
の
核
兵
器
に
よ
る
武
装
を
意
図
し
な
い
」
と
記
し
た
同
じ
二
九
頁
で
、
　
「
西
側
の
武
装
は
ソ
連
の
武
装
に
照
準
を
定
め
ね

ば
な
ら
な
い
。
ソ
連
が
核
兵
器
を
配
備
し
て
い
る
限
り
で
西
側
も
核
兵
器
を
必
要
と
す
る
。
軍
縮
交
渉
が
挫
折
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
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万
一
連
邦
共
和
国
が
核
兵
器
の
所
有
を
一
方
的
に
放
棄
す
る
な
ら
ば
、
西
側
の
国
防
能
力
を
弱
体
化
せ
し
め
、
ソ
連
は
核
兵
器
を
放
棄
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

る
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
か
ら
優
越
し
た
立
場
を
掌
中
に
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
同
時
に
述
べ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
．
更
に
引
き
続
い
て
K
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
議
員
（
〆
餌
二
≦
①
げ
Φ
「
”
C
D
U
）
は
、
キ
ー
ジ
ン
ガ
ー
の
主
張
を
補
強
し
て
ア
ー
デ
ナ
ゥ
ア
ー

の
一
九
五
七
年
五
月
一
〇
日
の
連
邦
議
会
に
お
け
る
発
言
を
引
用
し
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
時
ア
ー
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
「
現
時
点
で
は
（
核
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

装
）
問
題
は
判
断
を
下
す
ま
で
機
が
熟
し
て
い
な
い
。
二
、
三
年
後
に
判
断
を
下
す
機
が
熟
す
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
、
現
時
点
の
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

衡
の
下
で
は
か
か
る
均
衡
を
左
右
す
る
「
分
銅
は
ソ
連
の
天
秤
は
か
り
の
上
に
存
在
す
る
」
と
述
べ
、
西
ド
イ
ツ
で
核
武
装
が
必
要
と
な

る
か
否
か
は
ソ
連
の
軍
備
状
勢
次
第
で
あ
る
と
の
立
場
を
表
明
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
五
八
年
六
月
＝
二
日
に
L
・
メ
ッ
ツ
ガ
i
議
員
（
い
＆
≦
剛
σ
q
竃
①
P
N
σ
q
9
。
「
”
S
P
D
“
元
へ
ッ
セ
ン
高
教
三
相
）
は
、
　
一
九
四
八
年

九
月
九
日
に
い
わ
ゆ
る
基
本
法
制
定
会
議
本
会
議
で
当
時
の
ホ
イ
ス
（
一
「
げ
①
O
α
O
「
　
｝
幽
①
仁
ω
ω
）
議
員
（
F
D
P
…
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五

九
年
ま
で
連
邦
大
統
領
）
が
述
べ
た
、
「
国
民
請
願
す
な
わ
ち
国
民
発
案
（
＜
O
一
訂
ω
闘
コ
剛
一
一
鋤
一
剛
く
①
）
は
、
広
範
囲
な
地
域
を
対
象
と
す
る
民

主
制
に
お
い
て
、
　
〔
万
一
〕
大
衆
化
が
進
展
し
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
根
こ
そ
ぎ
に
さ
れ
る
時
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
扇
動
政
治
家
を
助
長
す
る

　
　
　
（
5
3
）

も
の
で
あ
る
」
と
い
う
発
言
に
つ
い
て
、
こ
の
見
解
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
国
民
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
あ
る
が
、
我
々
S
P
D
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

問
題
と
し
て
い
る
の
は
主
権
を
有
す
る
議
会
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
国
民
投
票
の
制
度
自
体
は
基
本
法
に
反
し

な
い
と
指
摘
し
た
。

　
以
上
の
審
議
は
合
理
的
冷
静
さ
を
伴
っ
て
い
た
。
し
か
し
G
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
（
O
①
｝
Ω
。
乙
Q
∩
9
a
色
①
「
）
連
邦
内
相
（
C
D
U
”
な
お

現
在
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
首
相
で
あ
る
O
．
ω
6
耳
9
臼
（
S
P
D
）
と
は
同
姓
同
名
の
別
人
で
あ
る
）
の
一
九
五
八
年
六
月
一
三
日
の

発
言
は
と
も
す
る
と
著
し
い
共
産
注
義
批
判
に
偏
り
が
ち
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
「
連
邦
政
府
と
連
邦
首
相
、
連
邦
内
相
自
身
に
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対
す
る
不
適
切
な
攻
撃
」
の
証
拠
と
し
て
、
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五
三
年
ま
で
連
邦
議
会
議
員
で
あ
っ
た
W
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
（
≦
巴
8
「

コ
ω
。
げ
“
K
P
D
）
に
対
し
て
、
連
邦
裁
判
所
刑
事
部
第
三
法
廷
が
下
し
た
反
逆
罪
の
企
て
に
対
す
る
懲
役
三
年
の
判
決
が
、
↓
九
五
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

年
六
月
二
二
日
の
連
邦
議
会
で
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
自
身
が
発
言
し
て
い
る
一
時
間
前
に
下
っ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
た
。
こ
の
一
時
間
前
に
下

さ
れ
、
反
対
党
が
充
分
に
熟
知
し
て
い
な
い
判
決
に
よ
っ
て
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
が
受
け
た
と
主
張
す
る
「
攻
撃
」
に
対
し
て
逆
に
奇
襲
攻
撃

を
し
か
け
る
こ
と
自
体
、
公
正
な
議
論
に
反
し
て
い
る
虞
が
あ
ろ
う
と
思
う
。
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
こ
の
判
決
を
論
拠
と
し
て
、
共
産
主
義

者
の
地
下
活
動
と
核
武
装
や
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
基
地
建
設
の
阻
止
（
運
動
）
と
を
結
び
つ
け
、
S
P
D
は
K
P
D
党
員
と
同
じ
目
的
を
達
成

し
よ
う
と
し
て
い
る
と
論
じ
た
。
S
P
D
右
派
の
F
・
エ
ア
レ
ル
（
聞
『
一
言
国
ユ
。
「
）
議
員
は
関
連
質
問
を
求
め
た
が
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は

「
自
ら
の
演
説
の
問
い
か
な
る
関
連
質
問
も
認
め
ら
れ
な
い
」
と
拒
否
し
た
。
こ
の
拒
否
発
言
の
直
後
、
　
「
恥
知
ら
ず
。
破
廉
恥
な
中
傷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

誹
諺
だ
。
ナ
チ
ス
の
残
党
め
」
と
い
う
不
規
則
発
言
と
共
に
S
P
D
議
員
は
数
名
を
残
し
て
退
席
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
続
い
て
「
共
産
主
義
者
が
行
っ
て
い
る
世
界
平
和
運
動
」
が
人
々
の
恒
久
平
和
へ
の
願
望
を
悪
用
し
て
、
共
産
主
義

を
拡
張
す
る
目
的
で
反
核
運
動
を
醸
し
出
し
て
い
葎
主
張
し
て
・
S
P
D
系
の
原
爆
死
反
対
行
動
委
員
会
と
・
連
占
領
地
区
の
平
和
勢

力
と
の
協
調
関
係
の
構
築
を
共
産
主
義
シ
ン
パ
組
織
が
工
作
し
た
結
果
、
同
委
員
会
は
議
会
野
党
が
設
立
し
た
も
の
か
共
産
主
義
シ
ン
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

組
織
が
設
立
し
た
も
の
か
コ
般
人
の
目
に
は
」
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
た
と
の
危
惧
を
言
明
し
た
。
し
か
し
、
例
え
ば
構
成
員
数
六
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

名
一
内
四
四
名
は
大
学
教
授
一
程
度
の
R
・
リ
ー
メ
ッ
ク
（
図
。
昌
舞
。
閑
一
⑦
ヨ
①
o
閃
）
教
授
率
い
る
共
産
主
義
シ
ン
パ
組
織
が
、
公
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

で
あ
る
S
P
D
と
結
び
つ
き
S
P
D
を
支
援
し
て
い
る
と
し
て
問
題
視
す
る
こ
と
は
、
議
会
の
審
議
を
非
難
中
傷
合
戦
に
お
と
し
め
る
以

外
に
、
本
来
建
設
的
で
あ
る
べ
き
与
野
党
関
係
に
寄
与
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
表
2
に
明
ら
か
な
よ
う
に
リ
ー
メ
ッ

ク
は
後
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
に
よ
っ
て
反
核
運
動
が
終
息
し
た
後
に
も
、
あ
く
ま
で
も
議
会
外
闘
争
を
続
け
た
点
で
、
M
．
二
i
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へ
6
1
）

メ
ラ
ー
牧
師
と
同
様
に
明
白
な
「
危
険
人
物
」
で
あ
っ
た
。
S
P
D
は
リ
ー
メ
ッ
ク
と
行
動
は
共
に
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
後
に
一
九
七
一
年
一
〇
月
か
ら
一
九
七
三
年
六
月
ま
で
C
D
U
党
首
を
務
め
た
R
・
バ
ル
ツ
ェ
ル
議
員
（
国
歌
一
昌
①
同
　
田
W
曽
H
N
①
岡
）
の
見
解

は
、
か
よ
う
に
不
毛
な
議
会
に
あ
っ
て
も
要
を
得
て
い
た
し
、
国
民
投
票
の
問
題
性
を
適
切
に
と
ら
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち

バ
ル
ツ
ェ
ル
が
一
九
五
八
年
六
月
一
三
日
に
行
っ
た
答
弁
に
よ
れ
ぽ
、
国
民
投
票
を
提
起
す
る
法
律
草
案
が
「
違
憲
で
あ
る
の
は
そ
の
意

図
が
違
憲
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
連
邦
政
府
を
建
設
的
不
信
任
投
票
以
外
の
手
段
に
よ
っ
て
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
扇
動
と
、
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

に
よ
っ
て
は
ス
ト
に
よ
っ
て
倒
閣
せ
し
め
よ
う
と
す
る
意
図
が
違
憲
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
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（
9
）
　
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
と
闘
争
の
終
結

　
一
九
五
八
年
七
月
三
〇
日
の
二
つ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
は
政
府
与
党
の
勝
訴
、
議
会
野
党
の
敗
訴
に
終
っ
た
。
二
つ
の
判
決
と

は
、
連
邦
政
府
が
核
兵
器
に
関
す
る
住
民
投
票
を
定
め
た
州
政
府
（
S
P
D
・
F
D
P
の
統
治
す
る
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
と
S
P
D
．
C
D
U

・
F
D
P
が
統
治
す
る
が
、
市
議
会
の
過
半
数
は
S
P
D
が
単
独
で
制
し
て
い
る
ブ
レ
ー
メ
ン
市
）
の
同
年
五
月
九
日
と
五
月
二
〇
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

法
律
の
無
効
を
求
め
、
連
邦
政
府
（
C
D
U
／
C
S
U
・
D
P
）
が
勝
訴
し
た
判
決
、
お
よ
び
ヘ
ッ
セ
ソ
州
政
府
（
S
P
D
．
G
B
／
B

H
E
（
全
ド
イ
ツ
ブ
ロ
ッ
ク
／
故
郷
追
放
老
・
公
民
権
停
止
者
ブ
ロ
ッ
ク
）
政
権
）
が
核
兵
器
に
関
す
る
住
民
投
票
を
求
め
る
ヘ
ッ
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

市
町
村
の
決
議
を
破
棄
せ
ず
、
　
「
連
邦
に
友
好
的
な
態
度
の
義
務
」
に
違
反
し
た
と
連
邦
政
府
が
主
張
し
て
勝
訴
し
た
判
決
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
判
決
の
理
由
は
、
国
民
投
票
（
正
確
に
は
住
民
投
票
）
の
制
度
自
体
が
代
表
・
民
主
制
原
理
に
違
反
す
る
が
故
で
は
な

く
し
て
、
こ
れ
ら
「
州
野
党
（
州
政
権
を
担
当
す
る
連
邦
野
党
）
」
の
行
為
が
連
邦
の
専
有
的
対
外
権
限
を
侵
害
す
る
が
故
で
あ
っ
た
。
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（
6
5
）

し
た
が
っ
て
ボ
ン
基
本
法
は
専
ら
議
会
に
よ
る
代
表
制
を
採
用
し
た
と
い
う
連
邦
政
府
の
主
張
は
退
け
ら
れ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
連
邦
議

会
が
三
分
の
二
の
特
別
多
数
に
よ
っ
て
国
民
投
票
制
度
を
基
本
法
改
正
手
続
に
よ
っ
て
制
度
化
す
る
こ
と
も
違
憲
で
は
な
い
と
み
な
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
を
野
党
S
P
D
は
厳
粛
に
受
け
と
め
、
こ
の
判
決
が
下
さ
れ
た
時
点
を
境
に
議
会
外
野
党
の
反
核
闘
争

は
終
了
し
た
。
七
月
三
〇
日
の
判
決
後
も
原
爆
死
反
対
行
動
委
員
長
メ
ン
ツ
ェ
ル
は
、
こ
の
闘
争
は
「
不
変
に
継
続
さ
れ
る
」
と
少
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

と
も
言
葉
の
上
で
は
説
い
て
い
る
が
、
事
実
上
そ
れ
は
空
文
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
人
の
遵
法
精
神
が
勝
利
し
た
。
し
か
し
、
一
九
五
九
年

一
〇
月
に
S
P
D
が
公
表
し
た
『
ド
イ
ツ
か
ら
の
便
り
』
と
題
す
る
文
書
は
苦
汁
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ア
ー
デ
ナ
ウ
ア
ー

に
よ
る
野
党
の
取
扱
い
を
以
下
の
よ
う
に
遺
恨
（
く
①
q
同
＄
o
昌
跨
三
）
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
ア
ー
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
議
会
に
お
け
る
野
党
を
打
ち
負
か
さ
れ
る
べ
き
悪
と
み
な
し
、
野
党
に
対
し
て
協
力
よ
り
も
自
党
に
対
し
て

　
　
ア
ー
デ
ナ
ウ
ア
ー
が
要
求
す
る
た
ぐ
い
の
服
従
を
要
求
し
て
い
る
。
連
邦
共
和
国
建
国
以
来
一
〇
年
を
経
た
が
、
政
府
と
野
党
は
将

　
　
来
的
に
ほ
と
ん
ど
期
待
す
る
も
の
を
の
こ
さ
な
い
ほ
ど
疎
遠
に
な
っ
た
。
政
府
は
議
会
に
お
け
る
多
数
派
を
全
く
野
党
を
配
慮
せ
ず

　
　
に
任
用
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
議
会
に
お
け
る
少
数
派
が
現
状
に
関
す
る
よ
り
良
い
知
恵
を
持
つ
場
合
で
も
、
政
府
は
議
場
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

　
　
け
る
よ
り
良
い
理
解
を
求
あ
て
野
党
と
競
い
合
う
試
み
を
全
く
行
っ
て
い
な
い
。

　
夜
明
け
前
は
最
も
暗
い
。
こ
の
暗
澹
た
る
敗
北
の
中
で
S
P
D
は
国
民
政
党
を
目
指
し
て
国
防
・
平
和
政
策
上
の
転
換
を
行
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
一
九
五
九
年
一
一
月
一
三
日
か
ら
一
五
日
に
か
け
て
バ
ー
ト
・
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
党
大
会
で
採
択
さ
れ
た
、
一
九
五
九
年

S
P
D
基
本
綱
領
（
い
わ
ゆ
る
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
綱
領
）
に
結
実
し
た
。
こ
の
綱
領
は
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
自
身
が
「
原
子
力
お
よ
び
そ

の
他
の
大
量
殺
菌
兵
器
を
製
造
し
、
使
用
す
る
こ
と
」
を
直
ち
に
禁
止
し
（
い
わ
ぽ
非
核
二
原
則
）
、
ド
イ
ツ
統
一
後
、
外
国
軍
が
撤
退
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（
6
8
）

し
た
後
に
、
ド
イ
ツ
が
帰
属
す
べ
き
「
緊
張
緩
和
・
軍
備
制
限
監
視
地
帯
」
内
で
は
当
該
兵
器
の
製
造
、
配
備
、
使
用
を
禁
止
し
（
い
わ

ば
非
核
三
原
則
）
、
　
｝
九
五
九
年
の
時
点
で
は
旧
占
領
軍
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
軍
の
核
兵
器
配
備
に
は
反
対
し
え
な
い
と
い
う
立
場
を
取
っ

た
の
で
あ
っ
た
。

82

お
わ
り
に

　
西
ド
イ
ツ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
一
九
五
八
年
七
月
三
〇
日
の
判
決
に
よ
っ
て
一
九
五
八
年
反
核
闘
争
は
終
息
を
迎
え
た
。
こ
の
よ
う

に
極
め
て
政
治
的
な
係
争
点
に
対
し
て
も
迅
速
か
つ
積
極
的
に
有
権
的
な
判
断
を
下
す
こ
と
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
伝
統
と
言
え
よ

う
。
更
に
、
こ
こ
で
下
さ
れ
た
憲
法
判
断
を
政
府
与
党
と
議
会
野
党
は
、
よ
し
ん
ば
心
情
的
に
は
直
ち
に
賛
同
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
、
事
実
と
し
て
尊
重
し
遵
守
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
治
責
任
を
全
う
し
て
き
た
。
こ
れ
は
西
ド
イ
ツ
の
政
治
機
構
雪
上
、
司
法
（
と
り

わ
け
連
邦
憲
法
裁
判
所
）
と
立
法
（
議
会
野
党
）
と
行
政
（
政
府
与
党
）
が
織
り
成
す
政
治
構
造
上
の
特
徴
で
あ
る
。
な
お
「
立
法
（
議

会
野
党
）
」
と
い
う
用
語
は
、
議
会
は
野
党
が
そ
こ
で
有
し
て
い
る
だ
け
の
意
義
を
持
つ
と
い
う
政
治
的
含
意
に
照
ら
し
て
、
議
会
に
お

い
て
は
野
党
が
法
的
に
は
と
も
か
く
政
治
機
構
書
函
は
立
法
過
程
の
申
心
的
役
割
を
果
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
採
用
し
た
も
の
で
あ

る
。　

一
方
S
P
D
の
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
反
対
政
策
は
結
果
的
に
挫
折
し
て
い
る
。
け
だ
し
一
九
八
五
年
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
の
発
電

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

量
は
、
一
九
七
二
年
の
三
〇
倍
に
達
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
S
P
D
の
非
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
想
は
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
外
見
上
、
堅

持
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
S
P
D
の
一
九
八
六
年
党
大
会
は
「
原
子
力
を
使
用
し
な
い
安
定
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
」
を
内
容
と
す
る
エ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
牧
㌧

ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る
決
議
を
採
択
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
S
P
D
の
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
行
き
詰
ま
り
を
、
フ
ォ
ル
カ
ー
．
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

ウ
フ
（
＜
O
一
皮
①
『
　
＝
9
⊆
h
h
）
は
、
原
子
力
を
使
用
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
想
と
い
う
「
夢
は
悪
夢
と
な
っ
た
」
と
評
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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喜
ユ
＆
。
噸
ω
善
。
σ
q
§
ゴ
ぎ
冨
田
腎
げ
8
b
o
ト
ま
。
。
魍
ω
・
H
お
。
（
b
コ
Y
（
o
）
“

　
　
〉
島
。
罵
を
日
臼
（
o
D
勺
∪
）
．
（
以
下
∪
差
足
。
げ
虫
切
ロ
巳
三
富
o
q
讐
b
。
釦
●
軽
」
㊤
器
サ
ω
」
お
O
（
ヒ
ロ
）
人
O
）
鱒
〉
臣
。
歳
〉
黒
馬
（
o
。
℃
U
y
と
略
す
。
）

（
3
）
　
∪
①
ロ
訂
。
げ
。
『
切
ロ
ロ
島
雷
富
。
奇
”
b
こ
9
心
」
O
鵠
．
o
D
」
お
Q
（
∪
）
山
お
μ
（
〉
）
”
〉
・
含
β
住
戸

（
4
）
幕
塞
＆
。
『
b
ロ
信
巳
＄
語
蕊
。
●
“
」
o
珍
ω
。
蕊
μ
（
》
Y
（
じ
」
）
”
〉
●
≧
巳
戸
諄
暴
。
冨
円
野
巳
窃
け
・
。
。
q
し
9
㎝
」
8
メ
の
」
卜
。
8
駆
（
し
d
）
人
O
）
…

　
　
国
。
目
♂
住
〉
“
o
ロ
9
ロ
霞
（
0
U
d
　
“
聞
賃
口
傷
①
駒
管
臣
昌
N
一
〇
『
）
●

（
5
）
U
o
ロ
ぎ
『
9
切
§
臣
霧
冨
。
q
』
㎝
。
心
」
O
舅
o
D
●
＝
曽
（
切
）
”
＝
。
ぎ
三
q
a
号
導
電
（
昭
∪
）
・

（
6
）
〉
』
或
ω
＼
国
●
国
．
臼
多
、
、
目
冨
田
h
。
。
薯
8
霧
o
h
芽
。
℃
一
翼
邑
芽
閑
巳
。
．
．
．
b
。
ミ
警
智
裂
§
、
ミ
㌘
ミ
8
。
ミ
恥
§
§
声
さ
＝
。
。
レ
O
。
。
。
。
讐

　
　
噂
層
9
μ
・

（
7
）
　
≦
δ
胃
碗
僧
ロ
o
q
ω
o
げ
。
＝
箋
。
斜
卜
尊
馬
着
鳶
Q
篭
。
鴇
匙
。
置
石
鷺
聴
》
弓
馬
魅
§
ミ
き
O
匡
。
ロ
宮
霞
o
q
”
お
8
讐
Q
o
・
ω
O
・

（
8
）
　
ω
o
ザ
。
昌
胡
臼
噂
。
σ
ら
．
（
〉
ロ
ヨ
為
）
輝
o
D
・
8
1
も
o
O
●

（
9
）
　
J
・
カ
イ
ザ
ー
の
親
東
ド
イ
ツ
政
策
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ボ
ン
基
本
法
に
お
け
る
『
人
間
の
尊
厳
』
（
3
）
」
『
早
稲
田
政
治
公
法
研
究
2
5
号
』

　
　
（
一
九
八
八
年
）
二
三
九
－
二
四
二
頁
を
参
照
。

（
1
0
）
　
ω
o
ず
。
ロ
名
。
き
9
δ
・
僧
●
ρ
（
〉
口
目
．
刈
）
●
q
◎
・
も
の
G
Q
●

（
1
1
）
　
国
げ
昏
●
（
〉
口
巳
」
O
）
．

（
1
2
）
　
ω
o
げ
。
＝
毛
。
お
P
脚
．
ρ
（
〉
昌
日
露
）
輝
・
匂
自
●
も
の
心
」
）
①
環
富
。
『
o
「
切
戸
二
二
＄
け
潜
臼
q
．
α
」
一
」
O
㎝
メ
ω
●
◎
o
b
の
（
O
）
”
閑
．
〉
住
。
昌
9
。
離
。
『
●

（
1
3
）
　
F
D
P
と
S
P
D
が
こ
の
時
共
に
野
党
と
し
て
辛
酸
を
な
め
た
と
い
う
共
通
の
体
験
が
、
｝
九
六
九
年
一
〇
月
に
第
二
党
S
P
D
と
第
三
党
F

　
　
D
P
が
連
邦
レ
ヴ
ェ
ル
で
連
立
し
て
プ
ラ
ン
ト
政
権
を
成
立
せ
し
め
た
理
由
の
［
つ
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
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（
1
4
）
　
ω
o
げ
O
旨
笥
O
お
拶
●
餌
・
O
●
（
》
昌
ヨ
・
“
）
嘘
ω
・
ω
9

（
1
5
）
　
ω
o
げ
O
　
ミ
O
斜
釦
・
帥
。
ρ
（
》
口
日
・
刈
）
●
ω
・
ω
α
一
ω
9

（
1
6
）
　
一
九
五
五
年
五
月
九
日
に
西
ド
イ
ツ
は
N
A
T
O
に
加
盟
し
、
同
年
同
月
＝
日
か
ら
一
四
日
に
W
T
O
設
立
に
あ
ず
か
る
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約

　
　
が
締
結
さ
れ
た
。
一
九
五
五
年
に
ド
イ
ツ
を
含
む
冷
戦
の
枠
組
み
は
両
体
制
各
々
の
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
化
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
1
7
）
　
湯
川
秀
樹
・
朝
永
振
［
郎
・
坂
田
昌
「
編
著
『
平
和
時
代
を
創
造
す
る
た
め
に
』
（
岩
波
新
書
二
九
六
三
年
）
i
頁
、
一
七
八
一
「
七
九
頁
。

（
1
8
）
　
団
昌
ω
閑
薗
ユ
幻
ξ
ロ
曽
郎
意
馬
導
ミ
、
喬
ミ
ミ
喬
越
6
ミ
Q
暮
霧
ミ
§
§
§
、
眠
ミ
ト
§
ミ
§
き
勺
魯
学
閑
轟
。
ロ
ω
臼
。
冒
く
9
ご
一
陰
》
珪
r
H
㊤
刈
ρ
ω
；

　
　
鑑
口
く
。
贔
ロ
傷
」
諺
鼠
r
同
㊤
Q
Q
A
二
〇
D
・
O
P
　
》
ロ
ヨ
．
ω
自
・

（
1
9
）
　
切
〇
二
鎚
け
侮
園
路
ω
器
F
§
馬
』
ミ
。
ミ
。
喚
ミ
ξ
ミ
銅
肉
§
偽
ミ
き
く
。
一
’
囲
6
農
山
㊤
①
N
O
8
お
。
≧
一
〇
口
俸
q
口
惹
戸
　
6
①
P
題
・
刈
や
刈
軌
・

　
　
B
．
ラ
ッ
セ
ル
著
、
日
高
一
輝
訳
『
ラ
ッ
セ
ル
自
叙
伝
（
1
）
』
（
理
想
社
・
一
九
七
三
年
）
八
八
－
八
九
頁
。
『
湯
川
秀
樹
著
作
集
6
付
録
月
報

　
　
1
』
（
岩
波
書
店
・
一
九
八
九
年
）
六
1
八
頁
（
田
中
慎
次
郎
）
。

（
2
0
）
閑
唇
p
帥
．
僧
．
ρ
（
二
日
」
。
。
）
噴
ω
・
置
為
㎝
・
O
ε
。
ユ
臣
。
監
魯
く
呂
ミ
g
愚
。
閃
。
」
ミ
恥
ぎ
ミ
ミ
§
§
§
恥
“
ミ
§
。
・
功
§
§
曇
§
§
§
－

　
　
N
職
、
ミ
討
き
く
卸
切
隔
S
諺
ロ
｛
ピ
、
一
⑩
c
o
①
、
ω
髄
㎝
O
凸
一
．

（　（　（　（　（　（　（　（　（　（　（
31　30　29　28　27　26　25　24　23　22　21
）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）

切
ロ
℃
弓
讐
。
寓
．
（
〉
ロ
ヨ
・
一
〇
〇
）
り
ω
●
刈
α
●
O
●
男
’
〈
・
≦
O
一
N
o
ロ
餌
O
吋
O
♪
　
①
げ
住
・
（
》
昌
ヨ
・
め
O
）
層
ω
響
蟄
．

困
ロ
O
り
。
げ
件
（
〉
目
ヨ
」
c
o
）
一
ω
’
刈
9
ρ
周
’
〈
．
毛
。
旧
怨
。
屏
0
5
0
げ
住
．
（
〉
昌
ヨ
』
O
y
．
ω
「
α
〒
㎝
b
Q
●

国
ロ
O
P
o
げ
住
・
（
｝
口
8
」
c
Q
）
、
ω
為
α
・
ρ
腎
．
く
．
≦
o
冒
㎝
9
3
0
ド
。
♪
o
げ
傷
・
（
》
目
8
．
b
⊃
O
）
舳
ρ
㎝
ト
っ
．

ミ
冨
ミ
ミ
ミ
防
遣
Q
。
、
＼
Q
Q
Q
Q
層
国
α
＝
o
「
戸
N
≦
8
ぢ
Q
O
齢
》
ξ
♂
H
㊤
○
O
o
Q
”
o
り
』
心
●

O
・
国
＜
．
♂
＜
o
慰
絡
。
尻
禽
b
b
・
○
・
（
諺
昌
8
』
O
）
－
ω
・
g
o
①
・

図
ロ
弓
”
・
凶
．
p
。
・
O
・
（
》
昌
日
」
Q
o
）
り
ω
』
O
S

閑
ロ
弓
罰
。
び
住
・
（
〉
ロ
ヨ
」
o
o
）
噂
ω
・
ト
っ
O
メ
》
ロ
日
」
8
ρ

三
后
罰
①
び
F
（
》
ロ
ヨ
」
o
。
）
－
ω
・
鱒
O
S
＞
即
日
」
8
ρ
U
①
暮
ω
o
冨
『
切
爵
9
ω
δ
σ
q
り
b
Q
9
ω
」
㊤
㎝
o
。
曽
ω
・
H
O
謡
（
O
）
”
国
薦
窪
O
①
誘
8
昌
5
巴
臼
（
O
U
d
）
．

ω
o
ず
。
臨
≦
①
お
戸
鉾
ρ
（
》
昌
ヨ
．
↓
）
層
⑦
」
①
O
Q
”
》
ロ
ヨ
』
G
Q
．

ω
o
ゲ
。
目
乏
。
♪
O
げ
F
（
》
昌
ヨ
．
“
ソ
ω
・
心
県

国
億
篭
曜
9
◎
．
鋤
．
ρ
（
首
鍾
』
o
o
y
ψ
M
朝
㎏
マ
》
遣
讐
．
◎
o
も
o
q
・
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9

議会外野党の挫折

（
3
2
）
　
三
宅
正
樹
「
最
近
に
お
け
る
西
独
の
政
党
と
政
治
」
『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
一
九
六
二
年
八
月
（
＝
二
九
）
号
』
五
〇
頁
。

（
3
3
）
　
拙
稿
「
ボ
ン
基
本
法
に
お
け
る
『
人
間
の
尊
厳
』
（
1
）
」
『
早
稲
田
政
治
公
法
研
究
2
3
号
』
（
一
九
八
七
年
）
二
〇
一
頁
。

（
3
4
）
同
前
。

（
3
5
）
　
男
犀
切
P
戸
鉾
O
。
（
曽
ヨ
・
　
Q
Q
）
り
ω
．
鵠
◎
o
騨
》
ロ
ゴ
撃
。
ロ
碗
一
山
：

（
3
6
）
　
q
畠
。
嶺
。
ロ
o
q
。
。
戸
己
、
1
切
寵
§
ミ
δ
ミ
覧
”
⑦
靴
§
蕊
竃
こ
き
魯
。
ミ
恥
h
題
や
N
題
9
U
3
。
ゆ
け
。
＜
o
「
r
H
8
一
層
ω
・
ω
忠
－
圏
只
δ
・
心
」
8
Q
。
）
．

（
3
7
）
　
閃
虞
暑
鰯
ρ
・
卸
曾
O
・
（
〉
ロ
彗
」
Q
Q
y
ω
・
δ
　
」
）
ω
‘
房
。
げ
霞
ω
二
昌
傷
家
鼠
α
q
’
b
っ
α
・
ω
」
O
α
Q
Q
’
ω
．
＝
の
O
（
一
）
）
軸
函
口
詳
0
8
£
図
δ
ω
ぎ
o
q
臼
（
Ω
）
d
）
．

（
3
8
）
　
図
口
℃
P
9
。
・
僧
O
・
（
〉
ロ
ヨ
」
Q
。
ン
◎
D
・
鵠
9
｝
昌
§
」
§
住
o
D
・
8
8
》
ロ
目
・
δ
・
こ
の
決
議
に
は
C
D
U
／
C
S
U
と
D
P
の
評
議
員
が
賛
成
、
S

　
　
P
D
の
全
議
員
が
反
対
、
F
D
P
の
シ
ュ
ピ
ッ
ツ
ミ
ュ
ラ
ー
（
駒
D
g
N
旨
旨
一
〇
『
）
議
員
は
賛
成
、
F
D
P
の
コ
：
ウ
ッ
ト
（
国
。
『
旦
）
議
員
は
反
対

　
　
の
外
二
六
名
の
F
D
P
議
員
は
棄
権
で
あ
っ
た
。
O
h
．
∪
廻
心
。
ゲ
巽
ゆ
二
”
ユ
二
野
o
q
”
悼
㎝
●
ω
．
お
㎝
G
o
讐
ω
．
昌
津
山
H
①
。
。
●

（
3
9
）
　
正
式
に
は
ボ
ン
委
員
会
事
務
局
長
。
O
h
・
男
仁
暑
．
僧
僧
O
。
（
》
ロ
ヨ
・
一
。
。
）
”
ω
』
卜
。
9

（
4
0
）
ミ
．
幕
ロ
ミ
∪
．
竃
8
ω
（
げ
屋
喚
）
曽
b
§
O
O
裳
ミ
§
即
知
b
”
ミ
§
、
避
§
娩
、
馬
軸
§
凌
O
§
§
亀
亀
送
。
。
旨
く
巴
■
竃
8
ω
禽
℃
き
口
。
「
＼

　
　
國
O
巨
8
＜
O
昌
》
お
o
Q
P
ω
μ
o
o
Q
o
．

（
4
1
）
　
閃
ロ
O
”
讐
僧
・
餌
●
O
●
（
〉
昌
目
」
Q
o
）
．
ω
・
這
9
＞
口
目
。
①
b
こ
タ

（
4
2
）
　
国
げ
侮
●
（
〉
ロ
甘
」
q
o
）
唱
。
陰
・
8
Q
o
一
跳
幽
”
〉
ロ
『
雷
α
q
一
－
卜
Q
。

（
4
3
）
　
国
9
・
（
〉
ロ
ヨ
」
o
o
y
⑦
・
淺
①
－
淺
メ
〉
ロ
ず
僧
昌
o
q
印
山
の

（
4
4
）
　
国
げ
畠
．
（
〉
口
5
」
q
o
）
．
¢
。
毬
S
＞
ロ
び
m
日
o
q
口
凸
。

（
4
5
）
　
U
①
鑑
纏
O
げ
臼
切
億
昌
詠
霧
9
0
q
り
目
Q
o
・
軋
』
O
認
●
ω
」
b
◎
b
o
H
（
O
）
人
】
）
）
“
○
ロ
ニ
O
の
0
7
日
目
（
の
℃
∪
）
・

（
4
6
）
　
］
）
①
ロ
冨
O
げ
曾
弱
口
昌
島
霧
巳
o
q
讐
一
◎
◎
・
“
』
O
鵠
り
Q
o
」
b
の
b
o
b
の
（
b
）
“
O
碧
δ
ω
o
ず
ヨ
置
。

（
4
7
）
　
U
①
ロ
冨
。
『
霞
．
田
ロ
μ
量
雷
o
q
曽
b
コ
㎝
』
」
㊤
田
一
ω
．
＝
↓
Q
o
（
b
ロ
）
”
O
房
冨
く
毛
。
国
9
，
昌
0
9
9
◎
出
御
（
の
℃
∪
）
●

（
4
8
）
　
国
匡
・
（
〉
ロ
3
．
ミ
）
●

（
4
9
）
　
冨
震
房
O
犀
霞
国
口
昌
駐
富
堕
b
o
㎝
」
●
一
〇
器
旧
ω
●
＝
刈
Q
Q
（
O
）
“
O
’
類
・
出
臥
口
O
軽
巨
．

（
5
0
）
　
U
O
ロ
房
O
『
臼
切
q
昼
畠
霧
↓
9
◎
堕
b
O
切
・
“
」
O
㎝
Q
o
讐
ω
・
辰
O
b
Q
（
U
）
山
お
ω
（
諺
）
”
閑
。
O
．
閑
δ
吻
貯
の
臼
●

（
5
1
）
　
常
三
〇
。
O
冨
噌
国
庫
区
霧
冨
騨
　
9
α
・
δ
㎝
8
0
リ
レ
ト
っ
乙
O
（
一
）
）
”
閑
・
〉
昌
O
ロ
P
‘
巽
・
首
”
U
O
露
冨
O
げ
二
四
仁
昌
昏
昏
冨
鱒
鵠
㎝
．
心
・
　
O
α
Q
o
”
ω
●
＝
O
ω
（
O
）
人
∪
）
”
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閑
層
ユ
類
O
び
O
『
（
O
U
q
）
・

（
5
2
）
　
国
げ
島
（
》
ロ
日
・
㎝
一
）
●

（
5
3
）
　
U
①
鑑
け
ω
O
げ
。
吋
切
＝
昏
臣
O
o
o
富
o
q
．
H
g
o
・
9
H
O
㎝
Q
Q
”
、
ω
●
同
①
㊤
㊤
（
U
）
糎
ピ
ロ
住
毛
慨
崔
O
言
ひ
q
O
『
（
ω
℃
∪
）
・

（
5
4
）
U
O
塞
9
臼
響
巳
①
ω
欝
。
q
し
。
。
・
①
」
霧
。
。
り
◎
。
」
①
8
（
U
）
－
ミ
8
（
〉
）
”
ピ
・
竃
⑦
言
α
q
o
『
・

（
5
5
）
　
U
O
三
ω
o
び
霞
切
翼
昌
臣
0
ω
＄
o
q
”
H
G
o
・
㊦
●
．
お
切
Q
o
讐
ω
●
ミ
O
Q
o
（
∪
）
ー
ミ
O
O
（
諺
）
“
O
①
「
ゴ
碧
住
ω
o
げ
a
住
Φ
彗
（
ヒ
d
＝
昌
畠
Φ
ω
ぽ
口
。
づ
ヨ
鼠
色
8
『
”
O
U
q
）
’

（
5
6
）
　
U
o
⊆
冨
。
げ
。
『
じ
d
蔭
口
住
o
o
9
富
o
q
》
H
ω
●
①
．
H
㊤
㎝
Q
o
讐
ω
．
μ
↓
Q
り
（
》
）
－
（
切
）
鱒
O
．
ω
o
げ
㎏
0
8
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